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げ，それに対して，静態 (staticanalysis)・横断面分析 (crosssection analysis)及び

























































| 、 | 経営者能力 ・労働と資本
(又は集団農業経営) I営純収益) =組収益一物財費 1 
土地利用経営純収益(又は土地純収益)
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用i支貸
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済目標は経営 発達して， 生産は 発達している.拡
体を自己完了 家放労働力のうち 大再生産が行われ















G -W{九 P. W' -G' (= G + g') 近
ここでGは前払資本はて生労，y働鮮利生Vは力潤産前払資本によって峨Jたされた生産財働食力で 高度に発達した商品生産 rl; .そのうちAfi9ifjli)}7J， Pmは生産手農段である.WはG労' E左手によっ れた商品となる である. は 的
鵠ぬあるを販草資して得た貨皇 あり ，;C~川純る人喜望産されるととか である. 経
前穆払 本Gと農平 部過分gかすらな .ーは貨幣と物との交 営…P…は 程を示
表現としては上図と同じである. 手ド











lw(訓:商品生産は不安定であり生産力は高まるが，生百| 非} Pm はほとんで自給に依存す 近
lPing WJg-Gf る. (l; 
G-WglAg 自守
壁監活ζ，物資とP料での11服購gA入売州sにのはたよ寂地め勝っの1労好符働Gたa力腕貨と7 静にA利配gGは分。腐。さ単周生れ純労産る;働手カ享，購のP入前醐の提ほたのめ白丁給ので生Gは産~宇乎生 経営
}"p "wj W's (~~'同町 市場は存在して，生産力Pms f"w j VVS ¥W も高くなる. 自給生産が 近
}Pm J rGa-W"aJ I ~P Il1 行われても，それは商品 代




























































































































養賢堂， 1958， pp. 89~114. 




磯辺秀俊『農業経営学J，養賢堂， 1970， pp. 43~58. 
6) 農家経済緩営の主体均衡については次の論文を参照した.










































ることである.これには目標 ・目的・方針予算 ・企画 ・実施計画・日程計画・標準・手続



















































































































































































b. JOHNSON. G.， edited “A Stndy of Managerial Processes of Midwestern Farm巴1's，Iowa 
17 
18 山形大学紀要(農学)第7巻第1号
Univ. Press， 1963. 
2) 農業経営者の知識状態と農業経営経済現象の分類に関して，次の著書を参照されたい.
a.加藤功稿 f農業経営分析法に関する基礎的研究J，r山形大学紀要(農学)J，第 5巻.第4号.
第2章.第2un， 1969， pp. 86. 
b .HEADY. E. 0.，“Ecomic of Agricultural Produ ction and Resource Use，" Prentice-Hall， 
ch. 18. 1952; (川野重任・他訳『現代農業経済学J，春秋7上， 1962.) 
3) 農業経営者の予想、あるいは期待値の形成については
a.加藤功稿「前掲書J第2予言.第3節， pp. 87~88. 
b・HFADY.E. 0.，“oq. cit.，" ch・15.
4) 情報の分類については次の著書を参照されたい.































































































































































































































































































































































1 なお，このような考え方は，ブローム Dr.Dr. h. c. Georg Blohmも彼の最近の著書



































































生産関数 P=F(B. L. M)・生産物価額 V=九・ P 生産関数が一次同次関数であれ
ば，次のようなオイラーの定理が成立する.すなわち，
P = a~ . B+ ar. L+ a!K・MαnαLα1Vl 
V=p.・Pについてみると
αVαV 一一一一 ・B十一一 ・L+ ・MαBαL' J..J I aM 
上式の告について
aV 旦1旦工11~!:J九バ11 . aP = 
αBαBαPαB 
の関係があるから
αP=oαPαP (P.十一一一一一 P)一一 ・一一αBαB 
V=Pp・4.B+Pp・4 .L十九・ 4 ・MαDαLαlVl 
となる.今，資本効率についてみると
pαp 
p・五百・ Mミ αP 


























































































































































変数 X)，X2"'， Xm よりなる関数f(X)， X2・ Xm)があり，111個の変数の各々が一様に
任意定数(未定乗数)J.をえ倍された場合，関数の値が
f (J.x)， J.X2，・"， Xm) =J.rf (九九…，Xm) 
のように，もとの関数のP倍となるならば，この関数f(X1> X2，…， Xm)は111次元 r次の
間次関数であるという((注)同次とは定数項が独立して決定されていること)， r>.1であ
るならば規模に関.して収益は逓増し， r= 1であれば収益は一定， r< 1であれば収益は逓
減する r次の間次関数の偏導関数をとってみる.左辺をれについて偏微分すれば関数
の関数に関する微分の公式を適用して
J.ft (J.x ¥) J.x2，…， J..1・m)=J.rft (九九・2，…，Xm) 
この式を Aで除すると
ft (J.x¥)' . Jx2，…， J.xm) =J. r-I fl (XI， .1・2，…Xm)





f1 (X1> X2，…， 九)=f1 (，1.X1， ，1.X2，…， ，1.Xm) 
X2，…， Xrn) =f2 (，1.X1' ，1.X2，…， ，1.Xrn) f2 (X1> 
frn (九 X2， "'， Xrn) =frn (，1.X1> ，1.X2，…， ，1.Xrn) 
従って，限界生産力は変数 X1> X2， "'Xmの投入量の比率に依存する.次に r< 1の同次
関数であるならば，変数九九."， Xm の限界生産力は真分数次の同次となり，投入量
が一様に同一比率で変化した場合に限界生産力は真分数だけ逓減する.すなわち，今，整
数をm，nとしm>nが成立しているとするとき， r-1 < 0について， r -1 =n/m< 0 
と実数で表わすと ，1.-1= l/n/m.vTとなる.すなわち変数九九…，Xm の投入量が一
様にA倍だけ同じ比率で変化したときに，限界生産力はl/n/mfiとなり投入量のA倍よ
り少なく逓減する，生産関数がr>1の同次関数であるとき，変数九九…，Xin の偏
導関数の次数についてみると， r-1>0となり，今， r -1 =m/n> 0と実数で表わす

















































































































































=0として，両辺に未定乗数えをかけ，これを， U= (R. V)に加えてLとおく.
L = F (R. V) + A ( R -g (v)) 
R， V， Aに関するLの偏導関数を求めて，それぞれゼロに等しいとおく.
dL/dR=Fu-A = 0 dL/dV =Fy-Agy= 0 dL/dA= R -g (v) = 0 
この 3つの方程式のうち最初の 2つの式において Aを含む項を右に移項し，第1の方程









































































































b.藻利重|盗編『経営学辞典.1，東洋経済新報社，1967， pp. 293~312 ， pp. 758~768. 
3)経営規模の定義については HEADY，E. 0，.“OP. cit.，" ch. 12.pp. 478. 
4)経営規模に関するより詳細な記述に関しては，次の論文:合参照されたい.
加藤功稿 『農業経営分析・法に関する基礎的研ヲi'EJ，r山形大学紀要(農学)J，第5巻，第4号，
1969， pp. 98~101. 
5)経営規模諭の費用論的後近については次の著書を参照した.
HEADY， E. 0.，“OP. cit.，" ch.， 11. 1952. 
6)経営集約度の基礎慨念におけるより詳細な記述については，次の論文を参照されたい.
加藤功稿 f前掲書J，pp. 105~107. 
7)経営効率と外給に関しては次の著書を参照した.HEADY， E.O.，“OP. cit.，" ch. 19. 1952. 
8)経営集約度諸要因に関しては，次の著書:在I参照している.





























































































































(注) 垂直分析と水平分析 (verticalanalysis and h01包outalanalysis)の区分はマイ
ヤー Mayer，L. u. (Mayer， L. u. Blanz-und-Betriedsanalyse. 1960)によ って名づけ
られた.
構造比較と発展比較 (Konstitutiol1svergleich and wicklungsvergleich)の区分はレ
ーマン (Lehmann，M. R. Industr匂leBetriebsvergleich. 1958) による.
静態と動態分析 (staticand dynamic analysis)は統計学上，または経済学上で用いら
れており，論者によって多少異なった意味で用いている.
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ことを通して個別経営の成果と要因を明らかにすることである.
第3は幾多の経営比率分析指標を経営の全体的側面から統一的に体系づけた総合的方法








































いるといわれるまでに普及した.また J.E. Huntは初めオハイオ大学で，次にコ ネー1レ
大学において利用した. 次に， 1903年には標準農場 ModelFarl11を設定して，それを個
別農場の模範とし，それと比較することによって自己の経営改善をすべき点が単純に明ら
かにされる.しかし分析法の具体的手順は明らかでない.このような考えは標準法として


















































































































分析体系 l量経済学的J妾近法 j 
経営財産の{独自の分析方法はないが，直接比較法，) 
流動性追求型{試算分析法と生産関数分析法などが含ま}
分析体系 lれる j 
45 




c 中本博昭『企業分析の理論と方法J，新生社， 1967. 
2)農業経営分析法の発展と系譜に関しては次の著書を参照した.
a FORSTER. G. W.“Farm Organizatiqn and Management，" Prentice-Hall， Ive. 1953. 
b CASEjWILLIANS“Fifty Years of Farm Management，“IlIinois Univ. Press， 1957. 
3)個々の農業経営分析法に関しては次の著書を参照されたい.
加藤功稿「農業経営分析法に関する基礎的研究JrlLJ形大学紀要(農学)J第5巻







a HEADY， E. O. and DILLON. J. 1.“Agricutural Production Function，" Iowa State 
Univ. Press， 1961. 
HEADY， E. O. and CANDLER.“Linear Programming Methods，" Iowa State Univ. 
Press， 1960. 
稲田献一 『リニア・プログラミ Yグの理論と応用j，ダイヤモシド社， 1957. 
ドーブマン，サミュエルソン，ソロー共著，安井琢磨，福岡正夫，渡部経彦，小山昭雄共
訳『線型計画と経済分析j 1， n，岩波書庖，1959. 
A.チヤーソズ，W.Wター パー，A.ヘンダーソシ共著，小宮隆太郎，福地原生共訳『リ
ニア・ プログラミ Yグ入門J，動草書房，1964. 
久武雅夫，片岡信二共著『リエア・プログラミング入門』一理論と例解，白桃書房，1957. 
水野正一『線型経済学J，春秋社， 1959. 
S.ヴ7イダ著， 宮下寿太郎訳『ゲ{ム理論と線型計画J，紀伊国屋書応， 1959. 












































































































川鉛50a 15ト 1日 11可2~l -l|未満 50 a I 100 a I 1.5 ha I 2 ha I 3 ha に 1，0 I 叶 し 言十
0.8 1.1 0.9 0.9 12.8 
自門 25 4.1 5.5 11.3 8.4 8.9 20.1 26.6 0.4 86.3 
自小 22 1.0 0.9 1.8 1.6 20.2 
作農 25 1.0 1.2 3.6 2.9 2.5 4.4 2.5 0.1 18.2 
2.1 2.0 3.9 3.6 28.0 







































































































































i E|;Z|毒自[5 1 i l i 同I2 iE iZ ( i l Z l {費労動 i 賃料料金i 言十 1:皇室[野[地代|童話
(ii)[吋 8281 2，0イ1ぺ1，24614ベ4601叫 1931[吋同 1，57911，246[ 31側
判叶 ベ吋 ペ1，34011ベ1，20814ベベ16，1341 708¥吋 29，537¥1ベ1ベ32.219O 2 ha プ包Eτ之
a 判吋 543¥仰 7¥ベ1，758¥ ベ4，284¥4叫 ベ29，2161 27，30711，741¥1，211¥ 30，260 当 3 ha 
り
7ペ 31 561¥ 4，27211，08811，5881 956[ 4，1981 3471 14，034[ 5361 28，5511 26，78411，51711，253¥ 29悶(i:75) I 130. 
i平 均| !ti)!ω21 判ム32111，0061 1，6451 吋 1，06014吋 吋捌31 27，8判別811，2301 30， 
l 1hal水吋1 44.21 判1，3441 38911，4101 9，902 未満 71.1 
; I ~ ha 121 1 46.91 13811，3151 36111，3991 9，618 
O 
制 |ω ベ1，2211 26811，2061 kg 3 ha 8，518 数 当 ベ1，1631 26011，1431 り 8，047 
平均 | 174 1叫 吋 1，2331 判 1，2521 8，764 
干1} 1 ha未満 I 調査農家数~I 4.01 叫 100 (注) 家族員，Eニ従者と水田
成 3.81 叫 100 面積は 1戸当り数値
害IJ
1.91吋 3.31 叶 100 資料 :農林省山形統計
メ口三% 調査事務所調べ
f¥ 3h乱以上 | 3.31叫 100 組替え計算して
/、。ー。/ノ















l| 話埜 E121!i li l i|;!Ei i l El Zl 働資労 |刊l資本料金 言十 地代生産費利子 生産資
1 ha未満 5.6 (2.5) 165.2 523.2 424 4，359 1，189 1，063 864 1，098 4，255 141 16，521 1，653 31，567 28，781 1，342 1，250 31，373 
1 ~2 ha 6.7 (3.3) 158.5 528.1 420 4，312 1，12 997 835 915 4，481 343 15，838 634 29，887 27，256 1，189 1，118 29，563 
O 
ア 2~3 ha 6.9 (3.2) 150.6 502.7 481 4，760 1，085 1，267 964 794 4，255 348 15，236 199 29，390 27，222 1，413 1，055 29，690 
3ha以上 7.2 (3心 135.0 536 532 4，337 1，108 1，423 931 857 4，109 347 14，383 523 28，550 26，704 1，415 1，219 29，339 
ノL
平 均 524.2 454 4.402 1，129 1，146 883 937 4，304 286 15，646 838 30，025 27，582 1，315 1，67 30，064 
水田面63積.8 1 ha未満 122 1，250 341 305 248 315 1，220 41 4，737 474 9，051 8，252 385 358 8，995 
一
五 正 ~2 ha 139，7 45. -316 283 237 260 1，273 97 4，499 180 8，489 7，742 338 318 8，397 
O 
kg 2~3 ha 246.2 44.9 1441 1，421 324 378 288 237 1，270 104 4，547 50 8，770 8，123 422 315 8，860 
当
り 3ha以上 37.8 149 1，213 310 398 260 240 1，150 97 4，024 146 7，988 7，472 396 341 8，209 
平 均 120.7 4L2 323 328 253 268 1，232 81 4，477 240 8，592 7，893 376 334 8，603 





1 ~ 2ha 42戸































































































販売価格 (1kg当り 106円)に占める 1kg当り主産物生産費の割合は77%である.(表5
-4を参照して下さい)経営成果そして経営効率は95.5%を占める水田L173.3a，10 a当り
部門投下労働日数12日， 雇用労働率L11.6%， 資本財資本2，010千円，資本財装備率(労働










地区別10a当り収量は藤烏 565kg，酒田 560kgと高く，鶴岡は 512kgと格段に低い，























¥: JI~ 料 諸 i:~ 料 オ℃ |め 建修農繕購|自|昔i 苗床I動機械力I除剤草Iそ{也のI言↑ 利 1¥徐 物繕具修]替佼
一 餓 岡 657 2，606 1，975 4，581 215 649 176 237 1，277 1，620 738 306 τ96 
O 
調 ア j漆 島 632 2，095 1，975 4，070 125 357 267 223 972 1，384 811 489 647 
実
ノレ i国 問 588 2，094 1，975 4，069 161 343 316 223 1，043 1，306 894 412 533 
升主主之 当
りf 司王 均 627 2，273 1，975 4，248 168 454 251 228 1，181 1，441 812 401 662 
i也
一 鶴 岡 193 764 579 1，343 631 190 521 70 375 475 216 90 233 
区 五.
O 藤 島 167
555 523 1，078 331 95 71 59 258 367 215 130 172 
別 ~Il i酉 問 158 561 529 1，090 43 92 85 60 280 350 239 110 143 
当
り 平 均 172 625 543 1，168 46 125 69 63 303 396 223 110 182 




4.5~5.0 577 2，145 1，975 4，120 127 437 288 223 1，075 1，414 795 549 516 
別 当り 4.0~4.5 614 2，402 1，975 4，397 171 475 303 223 1，172 1，429 1，021 431 757 
員同 鶴 岡 2.5 9.7 7.4 19.6 0.8 2.4 0.7 0.9 4.8 6.0 2.7 1.1 3.0 
構
査 藤 烏 2.4 7.8 7.4 17.6 0.5 1.3 1.0 0.8 3.6 5.2 3.0 1.8 2.4 
士山
成 区 1i酉 閏 2.3 8.3 7.9 18.5 0.6 1.4 1.3 0.9 4.2 5.2 3.6 1.6 2.1 
害リ
7JI 平 均 '2.4 8.6 7.5 18.5 0.6 1.7 4.2 5.5 ， 3.1 1.5 2.5 
ノ日弘 オ(， 5.0~5.87 2.5 8.9 7.4 16.4 0.8 1.8 0.8 0.9 4.2 5.8 2.5 1:0 2.8 
% 付l問作
4 .5~5.0 2.2 8.3 7，  16.0 0.5 1.7 1.2 0.8 4.2 5.5 3.1 2.1 2.0 
面積
'月Ij 4 .0~4.5 2.3 9.0 2.3 16.3 0.6 1 1.1 0.8 4. 5.3 3.8 1.6 2.8 
56 
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費 労 働 貸 費合 地 主主 費合 租公 費合
賃料 償 去p 臨 自 本
計ー 言l' 用言1・ キリ 用計 用il
料金 建|機|計 H奇 湾'"司えi (1) (t， 子 (2) 税議! (3) 
286 10，263 995 2，095 3，087 13，547 6，179 7，120 13，299 26，646 15，224 2，505 44，575 2，241 46，816 
219 9，225 955 2，757 3，712 13，107 6，036 7，614 13;650 26，739 15，312 2，151 44，220 3，755 47，975 
195 9，O'1O 800 2，569 3，369 12，491 4，693 7，953 12，646 25，137 15，165 1，893 42，195 3，551 45，746 
235 9，536 919 2，467 3，386 13，063 5，655 7，551 13，206 26，267 15，234 2，191 43，694 3，164 46，858 
841 3，008 292 614 3，970 1，811 2，087 3，898 7，868 4，462 734 13，064 657 13，721 
581 2，441 253 730 3，473 1，599 2，017 3，616 7，089 4、057 570 11，715 995 12，710 
521 2，421 214 688 3，345 1，287 2，130 3，387 6，732 4，061 507 11，300 951 12，251 
651 2.620 253 678 3，593 1，555 2，077 3，632 7，226 4，190 603 12，018 870 12，889 
299 9，666 3，054 12，957 6，275 7，356 13，631 26，588 15，267 2，710 44，572 2，831 47，403 
189 9，235 3，633 13，010 5，642 7，135 12，277 25，787 15，223 2，709 43，719 3，360 47，079 
202 10，002 3，528 13，588 5，337 7，865 13，302 26，790 15，168 2，187 44，146 3，250 42，396 
1.1 38.2 3.7 7.8 11.5 50.5 23.0 26.5 49.5 100 
0.8 34.5 3.6 10.3 13.9 49.0 22.6 28.5 51.1 100 
1.0 36.0 3.2 10.2 13.4 49.7 18.7 31.6 50.3 100 
0.9 36.3 3.5 9.4 12.9 49.7 21.5 28.7 50.2 100 
1.1 36.4 11.5 48.7 23.6 27.7 51.3 100 
べ
0.7 35.8 14.1 50.5 21.9 27.7 49.5 100 
0.8 37.3 13.2 50.7 19.9 29.3 49.3 100 






果を持っている.たとえば鶴岡の No.3調査農家は 50111以内に 2ケ所に集団化したことに





























































































稲 作 部門 経営資 源
調 7JC 回
笑 数 (10アール当り) 構 成 比 (劣)
投下労働 日 数
査 {乍 付 固 定資 産 流動 固 定資 産 流動
数 面積





a 千円 千円千円 千円 千円 千円
鶴岡 (大泉) 9 512.7 366.6 185.4 552.0 253 28 7 289 11 301 84.0 9.5 2.6 96.1 3.9 100 
調
査
土也 勝 島 9 489.9 446.9 188.4 635.3 255 24 6 285 11 297 85.8 8.3 2.0 96.1 3.9 100 
区
jlj 
10 i酉 回 425.8 150.9 150.3 516.2 252 17 7 278 10 I Ö I.~1 6.1 2.6 96.2 3.8 100 
ha: 
ヱ!c 5 ~ 5.87 537.1 425.2 254 26 7 287 11 299 100 
回
{乍
4.5 ~ 5.0 470.9 378.4 183.6 562.0 253 26 7 287 11 298 84. 9.0 100 
付
面
積 4.0 ~ 4.5 8 429.3 372.8 534.0 252 17 7 277 11 289 87.4 2.5 96.0 4.0 100 




表 5- 6 稲作音~，門分析指標 一調査地区別ー
. -
成 栗 指 4芳、 ~ 之ご 因 分 析 指 4票
10ア ー ル当 り
五当家り重報働醐 本部間資純収益率 孟王覇室
資装 物 本資 労収 付力日
付加価値資本ネ最
霊堂 10り RB 10り労 10り
員装オ ア生 A 料
アノ'1.-投肺ピH 
ア物







益一 費 益 益地 純率 マ-令~ 当量 ヨーすzー 当下数 当主主
千円 千円 千円 円 円 % 円 円 円 % F￥ % F￥ % kg % 円
調 鶴 同 55，9 21.9 33.9 23，972 2，224 8.98 83.44 28，001 1，258 18.56 43.46 75.79 63.35 39.2 512 12，202 11.03 14 
サJヨでー
士tI!. E3寺 島 62.8 22.8 39.9 29，838 2，428 10.89 80.72 22，913 1，010 21.15 50.79 79.16 65.01 36.4 565 15，429 12.97 13 
区
jJl 
i酉 同 62.7 20.7 41.9 31，839 2，866 11.77 77.81 23，831 1，030 21.69 52.43 80.07 67.74 33.0 560 15，409 12.05 12 
ha 








4.0~4.5 63.3 22.1 41.1 2，600 11.51. 23，252 1，092 21.89 51.14 78.54 66.9 577 ~. 14，469 12.4 14 
平 均 60.4 21.8 38.5 28，443 2，512 10.47 81.81 24，807 1，094 20.40 48.98 78.38 65.43 36.2 545 14;218 12.00 13 
































5-1 調査地区別労働収主主性と資アド収益性 図5-2 水同作付面積規模月IJ労働j収益性
と資本収益性



























































~ . X ， P 、旦=玉.~二ム .ftι= x ~ -"(τ-1 i.・H ・..・H ・. H ・.(1)
L -L K P・x L ¥ーョ一 / 
63 
但し， 111 部門労働純収益， L 部門投下労働日数， K:投下資本額， R 部門粗収益，





g-ln k R In 一一 一一 ・十 ・一L -L -L 守 R
g'~ (' ~1 )' =， ~:I;，-mL_= ' ).1' _ m~' = 0 
¥T J - v τ L2 一









R'T-RT， - R 
T2 
T'= 0 RT'= 0 ・H ・H ・，..・H ・..・H ・H ・H ・..，・H ・1....・H ・. H ・.・H ・. H ・.(4)
となる.そこで(4)式を(3)式に代入する.









C' _ R/ x 
T 一号庁......... ・ ・… ・…r.......…(6)
63 













































C'=~ ・ (8)x 
p'Xrトpx' 
C' 





























十B一n 因 指 一 襟
1 戸 当 り
集 約 度 (10a当り)
農家番号 労働日数|詩;~I 資本領 |資本財額陶具類| 粗収益 i 経営費 i 純収益 労働日数i資本調書事|農機具額|粗収益|経営費
日 a 百万12円.0 I千，27円3 
一千円
2千，8円06 千86円4 I千，94円1 日 千28円1 千2円9 千円 千65円.9 
千円
1 22 25 26 3 468.3 425.9 312 11.0 7.5 20.3 
2 9 15 16 19 27 5 502.8 455.1 13.3 1，736 227 2，902 974 1，927 11.0 291 38 5.0 63.8 21.4 
3 3 14 18 20 21 27 30 7 59.1 463.4 13.5 1，712 441 2，960 1，079 1，881 12.1 292 36 9.5 63.9 23.2 
4 1 6 8 13 23 24 28 7 588.7 482.7 14.1 1，870 286 2，750 984 12.2 291 38 5.9 57.0 20.4 
5 2 4 5 1012 17 6 649.0 517.5 16.3 3，115 392 2，886 1，189 1，697 12.5 314 60 7.6 55.8 23.0 
平 均 28 566.0 474.3 14.0 2，009 340 2，865 1，037 1，827 12.0 296 42 7.2 60.4 21.8 
要 因 主旨 標
成 果 標(収益性)
集 主ヲ 度 (10a当り) そ の {也
E | 農 家 番号 純収益|生産量|物贈|肥料費(農薬費 装資備本率I物装備率財I費用率I肥料効率 1り0土ア地ー純ル益当I報家族労働酬I 資収 本益 率純I産1k物g生当産り主去を
千45円.6 5k9g 1 千円 干3円.8 80円5 千25円.9 1，15円9 
% 千17円.3 千37円.9 
14 
% 
68円.9 1 22 25 26 3 12.7 30.7 14 
2 9 15 16 19 29 5 42.4 576 12.6 3.9 764 26.4 1，140 31.6 16.5 33.4 1，632 12.6 74.5 
3 3 14 18 20 21 23 30 7 40.6 573 13.5 4.2 980 24.3 1.115 36.5 14.6 31.0 1，007 11.3 81 
4 1 6 8 1323 24 28 7 36.6 510 12.0 4.4 782 24 985 . 36.4 12.9 26.4 921 9.8 82 
5 2 4 5 10 12 17 6 32:8 513 14.2 4.5 708 25 1，135 41.1 12.3 20.6 722 7.7 93 






資本装備率=投下資本額 資本財装備率z 資本財資本額 ，物財装備率= 物財費 ，肥料効率=旦盟主x1，000，資本財団転率= 粗収益
投下労働日数' 投下労働臼数 投下労働日数 肥料費 資本財資本額
付加価値率=韮生産盆，労働力純収益率= 労働力純収益，イ村日価値資本分配率= 資本純収益 ，資本回転率=.lil3.'旦益一



































f (仇)=ax，b，凡ゾ2・H ・H ・..・ H・...・ H ・H ・H ・..・ H・H ・H ・.…..・ H ・..・ H ・H ・H ・-・(1)





f (xi) _ h .， .¥' b2-".¥' b， _ h f (xi) 一ーで←ー b2ax20川 b2一てアー・…・・…・・・・・・・・・…・・・・……・…..・H ・.....(3)
Uλ2 
故に， bl1 b2を計測することによって九らの偏限界収益力を計測することができる.
2) ところが， bl1 b2は(2)，(3)式から
b1=~日企丘主~=~日主主江主~....... f (xi) /--X;---ax ~"'''''''''''''''''''''''''''' ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..(4)
b2 =~f (xi) /αX2 _ af (xi) /f (xi) f (xi) /ゐ 一一一万五7王J一一...............・ H ・..・ H ・...・ H ・...・ H ・'(5)
となり生産弾性係数を示す.
3)更に(1)式の変数x1> X2をA倍すると，
f(μi) = a (，1x1) b1(，1x2) b2=a，1b1+b2x1b1x2b2・H ・H ・H ・H ・..……....・ H ・..・ H ・..・ H ・-(6)
となり， b1十b251の場合を検討してみると，
今，x2 = aX1とおけば
g (xi) = ax1b1 (x1) b2= aax1b1+b2= aax1b1+b2・H ・H ・H ・H ・..…….........・ H ・..……(7)
aa=Kとおけば





4) もしb1+b2=1の場合，一次同次関数といい， b1， b1は各々 X1> らの分配率を示
す.即ち，オイラーの定理から，
_ af (xi) "αf (xi) f (xi) 一一一7一一 九十一一一一ーら……・・・・・・・・…....いい・……・・….....・...…・・(日)x1 aX2 
、F ヲ・・7oー 、，
f日企=b ，--.!.主!L~日昼L=bi主LσX1 x1 {(X2 x2 
であるから，b2= 1 -b1を利用して，






αf (xi) = 
{(f (xi)





a主~ = ー X_2___ 02X1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仙




x1 = b1b1-1Kx2 …….・H ・...・H ・.…..・H ・...・H ・-・………..，・H ・...・H ・-・・・・(12)
となる.納式は規模線と呼ばれる.
他方，最小費用の条件を求めてみると，
(但し， P1' P2はね x2の要素価格)
費用方程式 C = P1X1十， P2X2 ・ H ・ H ・ ......・ H ・...・ H ・.... . ・ H ・ ... ・ H ・... . ，・ H ・ H ・ . . . ...・ H ・ '~3)
とし， 最小費用で生産する場合の生産要素の組合せを求めると，
G =f (xi)ー C..・H ・..…..・H ・.…..・H ・H ・H ・...・H ・.…..・H ・..・H ・..…..・H ・.M)
αG a:L(xi) 
ヲ五了一←万五7 -P1=O
aG _Jtf (Xi2 一τ ー でー 一一-P2=0 
('''2 1l' ~"2 
こjもから，




・・・・ H ・ H ・ ....，..・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..……~5)
ずとから(2)，(3)式を~5)式に代入すると，
bl~国L Li出し
- X1 X2 
P1 P2 
変形して
b1 P 1=τ-txz…...・H ・...................................................…… "06)
~5)式を変換して
7f (X1) /ax2 P τ計五一一一よとなり，これを子=1(f (X1)/aX2 - P2 <.'.."， ~"V"- P2 






@ 要素比率がOと∞になる漸次線 redgelineは XI) X2軸であることから，極大
生産量を限定する生産要素の組み合せは存在しない.
以上の諸特徴の うち，本章では 1)，2)， 3) の特徴について計測している.
なお，このような単一生産関数を経営経済資料に適用する場合，生産関数型，又線型重



















































表 5-8 生産関数の計iJll)(生産関数型 Yi= AX1blXZhZ.…..Xnb 
生 産 修正生産 平均値 偏限界収益力
弾性係数 弾性係数 幾何|算 術 幾 何|算 Wi 
(定数A)万1円6 百円 2万74円.0|; 生産物価額 Yl -1 137. 272.9 
a 10a当9り 10 a当り
水田面 積 Xl 0.65982 0.16191 '171.3 472.3 ，375円 9，397円
労 働日 数 X2 0.02520 一
M 目白 料 X3 0.38477 
1千83円.4 1千87円.6 1円当り 1円当り動畜機具 X4 0.10032 0.08665 8431円 0.827円
6千5.6円8 千円
1円a当り 1円当り




防 i余 X6 0.09700 0.00924 363.1 0.694 0.649 
1千1.8円9 千円 1円当り 1円当り!也物財 X7 0.10356 0.07568 12.35 1.737 1.680 
g!p. i生手日 S 0.65896 0.41155 
決定係 数 R2 0.78222 0.50242 一
(定数A)万9円5 万円 2万74円.0 生産物価額 Xl 83.2 272.9 一a a 10 a当25り 10a当25り
*問面積 Xl 0.49427 0.44515 471.3 472.3 ，755円 ，751円
日 日 1日当り 1日当り
M 労働日数 X2 0.18597 0.13224 556.7 566.0 648円 640円
建物施設 Xs 0.03968 一
2千96円.6 千円農機具 X9 0.04209 0.03599 340.0 1円当0り.3 1円当0り.2 
2千25円.5、 2千29円.7 
31円 89円
流動財 XIO 0.00592 0.01152 1円当り 1円当。り
0.1394円 .136円
弾 1生 平日 S 0.68857 0.62489 
決 定 係数 R2 0.53297 0.47466 一
生産物価額 Xl (定数A1)0万1.2円4 2万72円.9 2万74円.0: 
a a 
10a 当23り，6 水 田 而積 Xl 0.44876 0.40809 471.3 472.3 24円
10a 当23り，6 M 日 日 1日 93円






流動員オ X10 0.07925 0.07540 0.9125円 1円当0り.9 目 00円
弾性 手口 S 0.62374 0.59191 







デノレの相異によって156千円~428千円となる . 投下労働 1 日 当り偏限界収益力は0~648円
の間にあって，日雇賃金 800円よりも低い.農機具評価額は 340千円，減価償却額 117千
円，利子見積額は 20千円であるから，農機具評価額 1円当り回収予定額は (117+ 20)-7-









生 iを 修正生産 平 均 値 偏限界収 益 力










7Jく岡市 積 Xl 0.95538 0.73477 510.6 
労働j日数 X2 -0.03437 
固定財 Xs -0.14445 
j車動財 X. -0.26941 
弾性手口 S 0.50716 0.73477 






.1 生産物価額 Yl 230.7 
a 
水 間面積 Xl 0.01110 0.01010 488.3 
労働j日数 X2 0.07676 0.07270 625.0 
固定財 Xs 0.00867 





弾性手口 S 0.30388 0.34857 






.5 生産物{副知 Yl 170.68 
水 間面 積 Xl -0.09815 
労働 iヨ数 X2 -0.09258 一
千円
固定 Hオ X3 0.05000 0.42536 1，010.9 
千円
j庇到} Rオ X. 0.50508 0.05295 191.8 
3ij i生手口 S 0.36435 0.47831 



































































経営者は経営改善を行なう にあたっては経営集約度 (操業度) を適正化するという短期
的方向のみならず，経営規模を拡大するという長期的方向をも同時に考慮している.
ここでは生産関数の計測結果に基づいて，主要生産要素の改善・点を指摘する.














































































































1)磯辺秀俊編『家族経営の変貌過程.1，東京大学出版会，第1章， 1962， pp. 3~38. 













































































































































r =R/R= 1 K/B (Y/B・p-W. L/B-M/B) = 1 AI (B・P-W.C-D) 
従って部門総資本純収益率 (r=B/R)は資本集約度(A=R/B):土地の物的生産性 B=
Y/B) :労働集約度 (C=L/B):と物財集約度 (D=M/B)の四つの要因に分解することが
要
表6-1 凹元配置法による分散分析表(繰返しなし)
因 |自由度l平 方和 l平均平方 |分散比| ?， ?????? ??
主 A 間 1 18.105 18.105 8.040 F41 (0.05) = 7.708 
B 問 1 8.066 8.066 3.582 F41(0.025) =1.807 
効
C 間 1 3.516 3.516 1.561 F41 (0.50) = 0.548 
果 D 間 1 0.76 0.076 0.034 
一 AxB閲 1 0.106 0.106 0.047 {周然
次 AxC間 1 0.026 0.026 0.011 自り
f兵
51: AxD問 1 0.640 0.640 0.284 差
互 BxC問 1 0.931 0.931 0.414 
と
み
作 BxD問 1 。 。 。 な
す
用 CxD間 1 0.103 0.103 0.046 
?記 Eーと~. 1_9竺 2出 ----
全体| T ど坦I40.574 I 1-ι」ー
注)A :10a当り Jlj(量 B : 10a当り資本財額 C : 10a当り物財貨
D : 10a当り労働日数 欠測!直一つあるため自由度は1減ずる.
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表 6~ 2 三元配置法による分散分析表 (繰返しなし)






F22 (0.50) = 1.000 
F21 (0.25) = 2.571 
F21 (0.25) = 2.571 
???
川二ト
2.646 1 -1 
全体「干 1 11 1 示日-，-一丁一一一「
E 2 5.292 
表 6-3 三元配置法による分散分析表 (繰返しなし)
要 因!自由度 | 平方和 | 平均平方 | 分 散比 F~l (d) 
)2 








15.129 I F♂(0.10) = 9.000 
21.232 I F21(0.05) =18.5 




表6← 4 三元配置法による分散分析表 (繰返しなし)
要 因|自由度 |平方和|平均平方|分散比|
主. E 間 2 4.795 2.398 14.060 F2  (0.10 ) = 9.000 
効 A 間 1 6.149 6.149 36.065 F21 (0.05 ) = 18.51 
果 B H円 1 16.450 16.450 96.482 Fz1 (0.025) = 38.506 
一一一一一 一 一一一一一 一 一 ‘一一 一 一
一安 ExA間 2 5.116 2.558 15.003 F2(0.10) =9.000 
互 E x Bl'ff 2 2.638 1.319 7.735 F2  (0.25) = 3.000 作
}欠用 Ax Bnn 1 1.122 1.122 6.583 F21 (0.25) = 2.571 
両「正寸 τ|つ ムi下 0.1可 一一|十一
全体 T 1 11 1 制 1 1 
79 
第 1号
できる.そこで，各四つの要因が各2水準からなる繰返しのない四元配置法 (Ai.Bj. Ck. 








つの分散分析を行なう.①(Ai.Dj. Em) (i = j =1.2m ; m=l， 2， 3;). @(Ai. Bj. Em) 








品種作付面積率(略して中R生率)， Bi;保護苗代面積率 Ck;除草回数 D 防除回数を
選択する.これら繰返しのない四元配置法の各要因は各2水準とする.誤差(実験誤差)





F41 (0.05) = 7.709 
分散比|自由度|国要
8.723 8，602.6 1 閉A ?
F41 (0.25) = 1.807 2.264 2，232.6 2，232.6 1 日目B 
826.6 826.6 1 耳目
効
C 
826.6 826.6 1 日司D 
264.1 264.1 1 AxB間
76.6 76.6 1 AxC問
612.6 612.6 1 AxD悶
689.1 689.1 1 BxC問
F41 (0.50) = 0.548 
770.1 
I CxD間 1I 1，425.1 I 1，425.1 I 1叫
云引 E 日)I口示91一両三下一--l















(4) 最後に， 10 a当り収量と中晩生率の地区差による影響について検討する.それに
よると地区の差が10a当り収量と中晩生率ともにきわめて高度の影響を与えていることを
知る.とのことから両指標はいずれの水準の地区聞において有意な差があるかを信頼係数
95%で検定する. 10 a当り収量は，いずれの 2つの地区聞にも収量に差があると認められ
る.また，中晩生率ではEd鶴岡)E2 (藤島)，およびEd鶴岡)と E3(酒田)の間の地区の差
表6-6 10a当り収量に対する地区差の分散分析
要 因 |自由度|平方和 !平均平方 |分散 lt 片J2 付)
E 3，836 I F2o2(0侃) =3摘




要 困 ‘ F~l (d) J2 
F 182 (0.01) = 6.013 















注) E:地区 A: 10a当り収量 成果は中晩生品種作付面積率である.






































に有意な差があるかを検定すると， Al (560kg以上)と Az. (520~560kg). および Al (560kg 















Il.S Fo lFCI(d) 
J2 
次 1 3，156 3，156 4，521 F71(O.10) = 3.5894 
一、 訪く 1 121 121 0.173 F71 (0.50) = 0.5057 
次 1 620 620 0.888 
雪呉 J当と乙士 7 4，886 698 










中娩生率 0.5 0.55 0.60 
Xの官宣 o 0.1 
Y=531.3ー 168.2x+1，867.6ど-2，536x.'
(危険率5旬1，) • 
0.65 0.70 0.75 0.80 0.85 0.90 0.95 1.00 























I Sxy SyZ SdZ，.f 平均平方
Al 7 628.6 
A2 7 1，489.01 
Aa 7 1，588.3 
地区内
回帰係数
共 通の 21 1 3，706.01 4，27.61 
修正平均 l' I 
会 体 I23. I 5，ω|問7.3円弱4.01
注)Al:j鶴岡 A2 :藤島 'Aa:沼田
官 =x-x y =Y-Y T: 10a当り収量
S d2y • ,=Sy2_bSxy X: r.t悦生率

















③相対効率すご SxTz = 1，138.33 =1.048 








































1)スネデカ[著 畑村叉Iif・奥野忠一・津村善郎共訳『統計的方法j，岩波書応， 1963， 




第2部7.8. 9. 10. 1. 88頁~176頁.
3)国沢清典編『縫率統計演習.12統計，士吉風館.1966. 6.分散分析.
4)岸根卓郎著『理論と応用統計学J，養賢堂.1966. 
~)北川敏男・三留三千男共著『実験計画・要因配置表.1. 培風館. 1953. 
6)統計科学研究会編『統計数値表J.河出書房.1952. 
7)小宮隆太郎稿匂|・量経済学と共分散分析J・
森島通夫 ・篠原三代平 ・内回忠夫編『新しい経済分析j.創文社.1960. 





































































































836.0 8吋 671.0 777.5 632 523.5 502.0 466.5 518.0 478 
(4 ) (5 ) (4 ) (5 ) ( '1 ) (3 ) (3) (3) (3 ) (3 ) 
年(火数履) 
768.0 426.0 '13.5 409.0 440 230.0 232.5 220.0 
(3 ) ( 2) (2 ) (2 )。 (2 ) ( 1) ( 1) (1 ) 
臨時雇 89.5 139.5 121.5 116.0 136.5 225.5 219.0 178.0 281.5 313 































































物 物 目オ i'l 515，699 507，647 540，113 512，097 545，049 568，285 653，910 668.904 810，117 790，402 
財 祖 税 Z・~ 課 44，342 55，198 54，988 45，864 53，387 58，224 58，148 56，146 80，909 97，971 
費 計 560，041 562，845 595，101 557，961 598，436 626，509 712，058 725，050 891，026 888，373 
ラ7 ~一旬、ー1 B主 279，028 294，651 280，843 293，672 252，078 266，754 274，320 315，820 362，850 414，81C 
(動 雇 用 296，022 249，481 276，080 242，673 303，950 290，685 334，085 410，830 345，700 393，850 
fま 言十 575，050 544，132 556，923 536，345 556，028 557，439 608，405 726，650 708，550 808，660 
手目 子 ・地 代 143，367 145，248 150，898 171，055 173，160 174，991 174，011 186，905 185，951 180，707 
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たとえばすの増加率は




b (a+ a合L a 
ab+bムa-ab-aムb


















A / Y -Lw ¥ 
c 二_\_I~=f ム (Y -Lw) 


















A ( Y-Kr ¥ 
ら=三，__ ~，-l'. ~ (Y-KrL_Aι 






















































lz収益室|諸説 lzdl矧 報酬 lw品 10a当り I 10a当り労働日数|生産量 ????????10a当り物 財貨
co 
小4
% 円 円 円 円 円 日 : kg 円 % 
昭 和 31年 14.40 450.31 375，260 762，601 52，133 10，314 33.87 436.96 67.10 339.56 
昭 和 32年 13.70 498.06 361，815 705，501 52，817 10，153 28.33 404.00 69.98 384.14 
昭 和 33年 23.59 814.32 647，316 998，353 54，872 10，802 24.52 511.32 68.23 454.26 
昭和 34年 18.42 684.32 572，753 892，179 62，202 10，242 26.05 467.00 69.43 411.78 
昭和 35年 22.64 862.27 712，655 62，967 10，901 24.17 515.78 70.33 460.06 
昭 和 36年 25.07 1，146.03 797，741 63，633 11，366 19.58 518.24 74.23 569.40 
昭和 37年 27.29 1，300.00 863，300 63，277 13，078 19.07 518.88 81.93 638.08 
昭和 38年 18.46 . 1，284.87 627，175 17.29 462.08 87.55 840.54 
昭 和 39年 29.14 1，784.83 985，281 67，619 16，202 15.99 500.38 100.08 886.24 
日召 和 40年 35.83 2，158.26 1，177，200 65，712 15，808 15.82 109.67 1，022.33 
経営成果と要因指標の傾向車線 常数項はすべて昭和31年を基準とする
資本純 収益率 x= 14.574+ 1.84 T 
1日当り労働報部<<X =311.297+174.91 T 
資本純 収 益 X= 372，840+75，380T 
労働 報 酬 X= 685，205+ 92，337T 
10a当り資本額 x=53，269+1，789T 
10a当 り物財変 x= 9，125+688.73T 
10a当り労働回数 x = 30.929-1.88T 
10 a当り生産量 X=451，109+7.33T 
生産物価格 X= 59，918+4.43T 







































































V(=変動費/生産額)とすれば，利益方程式はG=S-Cと表わされる.ここで， G.= Gf 
+S.Vであるから，これを利益方程式に代入すればG=S -(Gf+S・V)=S( l-V)-
































| 酬 3昨 | 昭手陣 | 昭和33年 昭和34年 問年 |昭和36年 昭和37年 昭問
生産単位 21，848 20，200 25，566 23，350 25，789 25，912 25，944 23，104 25，019 25，315 
単 価(米価) 67.10 69.98 68.23 69.43 70.33 74.23 81，92 87.55 100.08 109.67 
生 産 告買 1，466，009 1，413，594 1，744，352 1，621，195 1，813，732 1，923，465 2，125，615 2，022，729 2，503，948 2，776，262 
功4ζミ 動 費 546，159 504，584 633，179 549，538 669，420 627，899 776，687 831，546 864，400 960，685 
国 定 2ま 732，299 747，641 669，743 715，823 658，204 731，062 717，787 807，059 921，127 917，055 
1一変動費率 0.6275 0.6430 0.6370 0.6610 0.6309 0.6736 0.6346 0.5889 0.6548 0.6540 
価格平均変動率 42.10 45.00 43.46 45.90 44.37 50.00 51.99 51.56 65.53 71.72 
限界利益 919，850 909，010 1，111，173 1，071，657 1，144，312 1，295，566 1，348，928 1，191，183 1，639，548 1，815，577 
分岐点の生産額 1，167，010 1，162，739 1，051，402 1，082，939 1，043，278 1，085，313 1，131，086 1，370，451 1，406，730 1，402，225 
分岐点の生産量 17，394 16，614 15，411 15，598 14，834 14，621 13，806 15，653 14，057 12，787 
企 業 利潤 187，551 161，369 441，430 55，833 486，108 564，526 631，141 384，124 718，421 898，522 




X = 185，196+66，157T 企業利潤X=1，032，411+ 33，929T 損益分岐点の傾向直線
96 山形大学紀要(農学)第7巻 第1号
50 = Cf :.~~_=[ムCf ム(1-V) lf 1ーム(l-VL1
一寸TτV了 .• L.Su -r---c子一一-(1二V)- nム 1-V 
= {0.033一(ー 0.0009}{ 1ー (-0.0009} 

















る. (表 7-6，7並びに図 7-1ともに参照されたい).経営者が価格獲得力の発揮でき
表7-5 煩益分岐点のt目減分析




So = 917，055 + 0.654 = 1，402，225円
② ある一定の生産額200万円の場合に生ずる利益額(R)
R = 2，000，000 x 0.654-917，055 = 390，945円
⑥ ある一定の利益(たとえば昭和40年の標準家計費分)をあげるに必要な生産額(S)
S = (321，538十1，097，806)+ 0.654 = 2，170，251円
@ ある一定の生J部自120万円の場合， 赤字をなくするために必要な費用の節約傾(C)
C = 917，055-1，200，000 x 0.654= 131，255円
① ある一定の生産額200万円の場合，目標利益をあげるのに必要な貸用と節減傾(x)




S = 917，055+ ~ 1-0.346..--Aード1，332，348円l - ---1 +0.11 J 
②変動費率が5，%変化する場合
S =917，055+ {1 -0.346 ( 1 +0.05)} -1，440，325円
③ 固定資が100万円増加する場合














前期ほど高くなっている.いま，昭和31~40年間の米販売時期をA ， B， C期にわり， A
は10月10日以前， B は 10月 11~20 日まで， Cは10月21日以降とする.各時期別に傾向線を





昭和21年 0.1278 0.1643 
昭和22年 0.2630 0.1524 
昭和田年 0.6261 0.2060 
昭和24年 0.2524 0.3300 
昭和25年 0.4483 0.3737 
昭和26年 0.2859 0.2769 
昭和27年 0.3986 0.6011 
昭和28年 0.2606 0.4742 
昭和29年 O. 0.4093 
昭和30年 0.4423 0.4014 
昭和31年 0.1438 0.4712 
昭和32年 0.3451 0.6258 
昭和33年 0.1970 0.3558 
昭和34年 0.2202 0.3206 
昭和35年 0.2904 0.5554 
昭和36年 0.3268 0.5775 
昭和37年 0.5279 0.3759 
昭和38年 0.5925 0.3656 
昭昭39年 0.5210 0.1984 
昭昭40年 0.4262 0.1236 
傾向直線
XA = 0.2559+ 0.083 T 
Xn = 0.3258+0.0047 T 





































11・2等級 1 3等級 1 4等級
昭和21年 0.9997 O. 
昭和22年 0.7154 0.2051 
昭和23年 0.3888 0.4122 
昭和24年 0.1553 0.8444 
昭和25年 0.0420 0.8829 
昭和26年 0.0963 0.6592 
昭和27年 0.0552 0.4846 
昭和28年 0.0427 0.7475 
昭和29年 0.3533 0.4610 
昭和30年 0.0408 0.7620 
昭和31年 0.4640 0.4496 
昭和32年 0.6225 0.3548 
昭和33年 0.1176 0.8894 
昭和34年 0.4227 0.5664 
昭和35年 0.5125 0.4870 
昭和36年 0.2669 0.6892 
昭和37年 0.2773 0.6559 
昭和38年 0.0176 0.4009 
昭和39年 0.1402 0.5687 
昭和40年 0.3473 0.5078 
傾向直線
X1 = 0.4160-0.0118 T 
X2 = 0.4775+0.0072 T 
































































表に示す通りである(表 7- 4，5並びに図 7-2(1)， (2):をともに参照1されたい)そこで








































































lX1+ lX2十 lX3話 50 (水田面積単位10a) 
23X1十 22X2+24X3~玉 11.20 (回植労働時間)
41X1十44X2十40X3;五 2，150(収穫労働時間)
表7-8 活動分析における損益分岐点と利主主阪大点
基本 可能 解 S6 SI S. S2 S3 S5 S7 
粗 ij~ 益 3，042，600 3，166，150 3，195，510 3，262，000 3，263，333 3，263，170 3，265，000 
変 WJ) 資 700，00Q 730，650 732，915 750，000 750，000 748，950 750，000 
労 倒j 費 466，666 487，100 488，100 500，000 500，00 499，300 500，000 
変動費 (広義) 1，166，666 1，217，750 1，221，525 1，250，000 1，250，000 1，248，250 1，250，000 
国 rメiと" 費 900，000 900，000 900，000 900，000 900，000 900，000 900，000 
1一変動費率 0.6166 0.6153 0.6177 0.6168 0.6170 0.6175 0.6172 
分岐点の金額 1，459，617 1，462，701 1，457，018 1，459，144 1，459，144 1，457，490 1，458，198 
分岐点比率 0.4797 0.4620 0.4560 0.4473 0.4470 0.446648 0.446615 
フ・ロセス純収益総額 2，342，330 2，435，500 2，462，590 2，512，000 2，513，333 2，514，222 2，515，000 
表 7- 9 プロセス純収益算出基礎
早生 品程 群 中生品程鮮 挽生品 程 1平
'1l. JllI. 益 65，000 65，400 65，200 
変 動 費 15，000 15，000 15，000 






を最大十こする X1(早生品種群作付面積， X2(中生)， X3 (晩生)を求めることである.ただ
し，目的関数における X1，X2， X3の係数は利益係数である.
この問題の双対(最小化)問題は次の通りである.












Si= (X1 X2 XsJとする.
SI=(48.71， 0， 0 J 
S3 = (16.6， 33.3， 0 J 
S5= ( 0， 36.68， 11.25J 
S7= (10， 35， 5 J 
S2=(20， 30， OJ 
S4 = ( 0， 48.86， 0 J 
S6 = ( 0， 0， 46.6 J 













































































即座に総資本純収益率Iとすることはできず， 1日当り家族労働j報酬， 10 a当り土地純収益
のような効率指標を必要とする.
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格として 1戸当り経営耕地 84.5a (昭和38年)を耕作し，大部分果樹園地である.専業農家










丸田 54 51 46 47.4 
中分 47 43 35 32.4 
東 j今 55 51 45 43.0 
l嵯峨 49 45 39 36.3 
栗見j反 7 7 5 7.3 
















|総数 I 0.5ha 1 0.5~ 1 ha 11 ~ 1 叫1.5~2叫 2ha 
日3自5和年 戸 戸 戸 戸 戸 戸130 61 50 19 。 。
38年 120 。 74 39 7 。
集1種(35年 45 17 21 7 。 。
業 38年 50 20 16 14 。 。
兼第 2~業重j13385年 22 11 11 。 。 。
19 24 3 。 。 。
業 197 89 82 26 。 。
38年 189 44 93 53 7 。
表8-3 家族労働力
{生 現在の状態 (昭手同年) 1 昭和 35年の状態
年令別
農業専問!農主兼従者l兼主農儲[農業専従者|駐兼従者|毒性農従者5JIJ 
人 人 人 人 人 人
212 38 21 215 36 19 
男 60才 22 5 2 27 3 3 
小計 234 43 23 242 39 22 
244 5 9 266 3 4 
女 60才 35 O 。 35 。 。
ノj、計 279 5 9 301 3 4 
兄口、 言1 513 48 32 5'13 42 26 
表8-4 家族労働力1
地 目 |最近3年間の増減傾向
ha (増+， 減一) ha 
46.6 -0.3 
初I 回 二毛回 16.2 -8.0 
小計 62.8 -8.3 
普 通 i:UJ 2.1 -0.2 
101.5 +20.1 
士山 1樹園地 。 。
ノj、言1・ 101.5 +20.1 
800.5 -9.7 
その他
宅地，道路敷雑池等 14.1 +6.4 






















割合についてみると，昭和36年は 3月が一番多く 28.4%， 2月に21.1%12月に20%， 1月









尾張温州、| 62.6 50年以上 19.2 
杉山温州 24.3 15~50年生 60.0 

























































情!'f:I 101520251 5101520 25 J 5 10J 5 20 25 1 5 1 () J 5 2025 1 5 10 15 

































































純収益率は 16.948%，1日当り家族労働報酬2，731円，みかん 1kg当り生産費は 3，704円で
庭先販売価格の52.52%と計測された.そしてそれは果樹閏地75.5a，成園率61%，10 a当
り投下労働37.1日，雇用労働率20.4%，資本財資本1，422千円，平均樹令21.1年生， 10 a当
り収量2，310kg，10 a当!り粗収益157千円， 10 a当り経営費41千円， 10 a当り純収益115千
円といみかん部門の経営要素構造とその機能の結果によってもたされたものである.つぎ


































表8-6 家版農業労動力単位と農業経営地の構成 而積l~.位 a
が1 地 採草，1iX牧家族農 業 合計
;l:il i山 計 地宅地，原 (護世話)労働力lIJ.N~ 問
遊園地|普通畑l (耕地) 野など計
戸
丸1 国 11 A 2.4 3.1 80.5 0.6 81.2 112.1 1.7 113.9 
丸田(共|め) 10 A' 2.5 3.1 85.6 0.7 86.3 117.4 1.9 119.3 
共ー 栄 10 B 2.6 3.9 81.1 0.5 81.6 120.8 0.8 121.6 
東 内 9 C 2.7 3.1 63.7 1.1 64.8 98.3 0.6 98.9 
東内(共防) 7 C' 3.0 3.3 70.4 0.6 71.0 104.1 0.7 104.8 
全体平均 30 T 2.6 3.5 75.7 0.7 76.4 110.9 1.1 113.2 
表 8ー 7 農業粗収益構成 金額単位:円， ( )内は%
製? f重 部 門
害 警 護 |疏菜作|果樹{乍|特用作!小
養 苦言 言十
稲 作
120，191 10，918 37，623 l，2884，6. 57 36，091 1，493，479 29，541 1，523，020 
， ， (84.6) 
143(891. 10 11，07. 36 39，635 1，397，587 39，700 l，611，87. 68 31，931 1，643，698 
7) (0.7) 2.4) (85.0) (2.4) (98.0) (1.9) (100) 
148，200 20，1. 35 23，904 1，49，605 27，100 l，35906，9.9 44 413，9. 96 1，392，940 
(10，6) (0.1) (1.7) (82.5) (1.9) (96.9) (3.0) (100) 
，134，653 4，586 23，688 l，211，56.4 31 17，927 1，392，485 25，607 1，418，093 
(85.4) 
136(.81.270 ) 4(，06.29) 3 24，097 1，342，043 16，755 I，52398，6. 38 29，13.803 1 1，5(21 ，941 (1.5) (86.4) (1.0) (98.1) (1.8) 00) 
133，94. 99 6，091 28，869 1，219，41. 99 27，16. 44 I，4157，6. 69 )32，5.212 ) 1，448，182 






と同時に，果樹園の集団化 (表 8-10) が残されている.そうである としても，作業能率
をあげて 1日当り家族労働報酬を高めるようなみかん作経営者の行動をみることができ
るのである.
表8-8 みかん部門の資源 ( 1戸当り平均)
ヌL 同 丸岡(共防) 共 栄 東 内 東内(共防) 全 体平均
47.8 a 52.1 491 40.9 47.1 46.2 
成 間 (59.2%) (61) (60.5) (64.1) (67.0) (6.1) 
果 22 a 22.5 14.9 11.4 12.8 16.1 
(27.3%) (21.2) (18.3) (17.9) (18.3) (21.2) 
10.7 a 11 17.1 11.4 20.5 12.4 
持I成幼木 (13.5%) (17.8) (21.2) (18) (14.7) 17.8 
困 ノj守|
32.7 a 33.5 32.0 22.8 33.3 29.5 
(40.8%) (39) (39.5) (35.9) (33) (3.9) 
閤
80.5 a 85.6 81.1 63.7 70.4 75.7 
百十 (100%) (100) (100) (100) (100) (100) 
235.7日 252.3 192.8 245.9 261.6 224.5 
雇傭 75.9日 83.5 44.4 48.6 52.5 57.2 
働労j数 計
311.7日 335.8 237.2 294.5 314.1 281.7 
士 地 3，267，161円 3，493，697 2，993，185 
2，001，882 2，672，100 2，929，711 
fil (67.6%) (67.4) (66.0) 
(55.3) (66.6) (67.0) 
残: 物
246，197円 270，466 260，550 187，688 213，832 233，429 
定 (5.1%) (5.2) (5.7) (5.2) (5.3) (5.3) 
1，058，222円 1，138，755 1，017，403 792.724 916，358 964，966 
資 大 植物 (21.9) (22.0) (22.4) (21.9) (22.8) (22.1) 
産 大農 具
107，026円 116，389 150，036 79，438 86，897 113，086 
(2.2%) (2.2) (3.3) (2.2) (2.2) (2.6) 
流動 資 産 155，333円 166，547 112，848 110，501 137，684 127，722 
(3.2%) (3.2) (2目5) (3.0) (3.4) (2.9) 
言十 4，833，939円 5，185，932 4，534，023 3，167，096 4，011，675 4，368，914 























表8-9 みかん部門経営の決算 ( 1戸当り平均)
丸 悶 丸田(共|坊) 共 栄 東 内 東内(共防) 全 体平均
18，038kg 19，593 16，528 17，889 19，888 17，490-
産物価傾 1，160，277円 1，260，713 1，065，332 1，152，059 1，282，152 1，126，163 
両J 産物 89，037円 94，153 59，290 40，456 37，728 64，547 
言1- 1，249，314円 1，354，866 1，124，622 1，192，516 1，319，880 1，90，710 
肥料費 12(424，6.23F6円) 1334，. 28 118，98. 85 101，571 112，4O.404 1 115，57. 95 (24.2) (29.0) (24.3) (24.4) (25.7) 
f重 ta-費 22(4，7.642%円) 22，48. 78 11，986 5，678 8，229 14(，3. 44(4.1) (2.9) (1.4) (1.8) 2) 
93，8.3796円) 103，80.7 43 35，85.4 18 60，841 71，5. 97 644，1. 65農 薬 費 (18.3 (18.7) (8.4) (14.5) (15.6) (14.3) 
諸材料費 13，5264FU円Y 14，066 18(4，3. 79 14，032 13，408 15，32. 95(2. (2.6) 5) (3.4) (2.9) (3.4) 
10(2，5.O39F6円) 11，438 10，564 7，813 8，870 9(2，7. 30 光熱水道費 (2.1) (2.6) (1.9) (1.9) 
小差是具費 61096円) 613 l，07. 92 525 477 
， 978 
(0.1 (0.1) (0.4) (0.1) (0.1) (0.2) 
雇傭労費 49(，96.75F4M円) 54(，96.290 ) 40，9O.8 50 368，6. 83 39(，84.614 ) 42，562 (9.8) (8.8) (9.5) 
4(，05.191FM円) 4，08. 39 5，14. 57{ 3，547 3，766 4，537 固定資産税 (0.9) (1.3) (0.8) (0.8) (1.0) 
減価償却費 51，50O9FM円) 55，161 52，710 39，9O.73 1 43，98. 43 48，01. 78 (10.0) (12.9) (9.3) (9.6) (10.7) 
※1371，569円 400，086 294，340 ' 270，760 301，607 315，582 
計ー
(部門経営費〉
※2 513，016円 551，460 409，990 418，293 458，464 450，256 
※3 (72.4%) (72.5) (71.8) (64.7) (65.8) (70.1) 
肥料 費 15，481円 15，587 14，359 15，945 15，909 15，296 
種苗費 2，827円 2，672 1，477 891 1，69 1，894 
農 薬費 11，656円 12，037 3，256 9，551 10，170 8，476 
諸材料費 1，680円 1，643 2，66 2，203 1，904 2，020 
光熱水道費 1，309円 1，336 1，302 1，226 1，260 1，285 ! 
小 農兵費 76円 72 221 82 68 129 
雇傭労費 6，168円 6，381 4，938 5，759 5，598 5，622 
白定資産税 560円 565 673 557 534 599 
減価償却費 6，398円 6，444 6，499 6，133 6，227 6，364 
討ー ※1 46，157円 46，739 36，293 42，505 42，842 41，688 






表8-10 みかん部門経営の分析諸指標 ( 1戸当り平均)
缶子同宅Lhよlh子ロザl靖子
植栽本 !数 641本l' 674 . 614 561 629 609 
昔日 ι門純収 I 益1 877，745円1 95l~， 780 1 830，282 卜921，755 I 1，018，273 I ，875，128 
部門土地純収益1 442，291円1 701，972， 1 632，181， 1: 704，001 1 780，861 1 654，123 
部門資本財資本純収益1 531，177円1，593，884 1 535，041 1 627'，417 '1 701，004 1 564，672 












































































1，816円 1，841 ，1 1，8311 2，548 1 2，538 1 2，003 

















36，293 1 40，345 










































































































































1戸当 り玉ji-J勾 36.4 a 21.4 12.2 7.1 
% (42.5) (25.0) (1'1.3) (8.3) 
家からの距離 275m 285 369 286 
1戸当 り平均 48.9 a 16.3 8.1 3.5 
~6 (60.3) (20.1) (10.0) (4.3) I (2.7)1 (L9) I (0.7) I 1 (100)1 4.31 18.9 
家からの距!椛 376m 437 649 195 
1戸当 り平均 30.5a 15.5 
% (43刈 (22.1) (15.4) I (9.1) I (5.9) I (4;1) I 1 (100)1 4.71 15.0 
f共1;方I家からの距離 793m 995 1，4p8 
36.9 a 17.1 9.9 
(48.8) (22.7) (13.2) 






























。 1 9 21 31 
3 44(ιト10;;
心:l(3;:j(2J(J
(2.2) 1 (6.5) 1 (6.2) 
0.9 
(2.4) 





果樹園地面積※4 成果樹果樹園令地換面積算 1爪・ 3
ア{ル ア{ル
83 ~ 60 55 ~ 15 68 ~ 50 46 ~ 15 
160 ~ 120 160~ 70 
(総投下労働 416.6日 269.4 159.0 430.8 253.4 160.9 
投下労働
家族労働 315.7日 207.7 150.0 328.3 194.3 150.9 
果樹闘地面積 120a 67.7 40 118 68 42 
投 下 資 本 7，086千円 3，752 2，267 6，777 3，882 2，446 
投下資本財資本 2，201千円 1，307 758 2，221 1，232 813 
手旦 収 益 1，738，928円 1，173，828 659，375 1，813，616 1，129，725 628，790 
経 営 資 442，927円 314，235 189，588 461，354 290，776 194，620 
純 J!l. 益 1，296，001円 859，593 469，787 1，352，261 838，949 434，171 
10a当り投下労働日数 34.7日 40.1 40.3 36.6 37.5 38.4 
1植0栽a本当数り (集労約働度) 78本 82 85 79 74 95 
1 本当り樹令 24年 22 15 22 24 15 
10 a 当り収量 2，460kg 2，315 1，980 2，268 2，481 2，160 
費 用 率※1 25.5% 25.8 28.7 25.5 25.7 30.9 
肥料費千円当り粗収益 11，145円 10，256 8，573 11，116 10，549 8，152 
農薬費千円当り粗収益 16，623円 19，051 25，101 15，624 22，904 23，210 
10 a当り土地純l収益 81，009円 97，699 84，616 86，908 96，061 70，371 
1日当り家族労働報酬 2，759円 3，055 2，224 2，881 3，119 1，905 
部資本門純経収営益 率総 15.616% 1.9585 16.747 17.045 18.608 14.046 
1 kg当り主産物生産費 37.60円 3，521 38.93 36.39 35.15 42.46 
10 a 当i同り M月え O白
果 樹評 額 1，072，630円 1，388，415 1，158，716 1，192，600 1'，325，182 916，671 
※ 1 費用率口経営費+粗収益
※ 2 10a当り果樹評価額={(組収益ー果樹体利用経営費)+ 0.06} +果樹園地面積





部門資本財資本 農業労働 力 単位 生 産 費 用
5，623，808 円 1，819，945 1，391，271 3.25 1.30 0.79 1，367，846 円 670，042 564，832 
1，884，120 1.413，734 375.462 1.35 0.80 0.29 788，633 594，698 207，422 
423.4 230.4 191.3 449.0 247.3 148.7 430.7 253.7 160.7 
322.9 174.2 176.3 335.7 200.3 137.3 3135 209.3 150.7 
117 69 42 105 75 48 112 73 42 
6，866 3，974 2，265 、 5，945 4，458 2，703 6，791 4，026 2，88 
2，242 1，358 666 2，029 1，410 827 2，130 1，334 802 
1，690，626 1，223，536 657，969 1，733，241 1，172，588 666，303 1，909，185 1，067，086 595，860 
445，845 312，520 188，385 461，682 305，705 179，363 489，369 291，320 166，061 
1，244，781 911，016 469，584 1，271，559 866，883 486，939 1，419，816 775，766 429，799 
36.3 33.5 46.1 43.0 33.0 31.2 38.5 35.0 38.5 
78 75 95 78 82 85 79 75 96 
22 23 17 24 22 15 23 22 17 
2，128 2，617 2，323 2，46Q 2，315 1，980 2，521 2，167 2，002 
26.3 25.6 28.6 26.6 26.1 26.9 25.6 27.3 27.9 
1，004 10，535 8，479 11，024 10，184 8，882 11，184 9，438 9，368 
15，380 22，721 22，912 14，628 22，133 31，686 15，387 23，549 25，793 
78，537 105，371 78，030 90，749 88，395 74，558 98，475 78，533 68，854 
2，579 3，861 1，893 2，725 2，992 2，365 3，230 2，553 1，941 
15.307 20.293 16.056 17.999 16.749 14.966 18.136 16.150 14.829 
38.67 32.83 40.70 36.66 36.75 38.61 35.29 38.18 40.77 





いて直接比較による要因分析を行なうことにする.(そこで表 8-13， 14， 15を参照してい













指標との関係を考察することにする.先ず 1日当り家族労働報酬，資本純収益率， 1 kg 
当り主産物生産費を単一成果指標のようにそれぞれ6区分しておく.次に 1経営農家別に
みて 1日当り家族労働報酬，資本純収益率， 1 kg当り主産物生産費ともに 6区分の第l
位の区分に入る経営農家をとりだしてみると 4戸が第 1位の範囲の条件をみたしているの
で， 第1位に入れる.第2と第3位は経営農家が2戸と3戸なので，合わせて第2に入れ




























農業労働(資力本単装位備当率り)投下資本 10 a当(資り本投下条資約本度)財資本 1本当り樹令※ 1 10. a 当 り 収量
10，818，840 4，531，055 3，005，774 776，259 599，959 524，496 30.9 22.6 19.1 5，278 2，596 1，809 
4，598，527 3，061，467 1，405，334 618，885 552，769 332，753 23.1 19.2 4.9 2，733 1，891 831 
投下労働J総投下 労刀働 223.4日 304.2 317.4 328.2 254.1 262.7 323.1 330.0 191.9 326.8 301.0 217.3 
家庭労働 176.0日 233.2 264.1 239.2 229.7 204.5 250.4 259.5 163.5 240.7 252.8 179.9 
果樹園 地面積 81 a 83 63 87 66 74 83 78 66 67 86 74 
投 下 主著 本 5，341千円 4，507 3，257 5，833 3，823 3，449 4，128 4，711 4，266 3，779 5，186 4，140 
投下資本財資本 1，518千円 1，601 1，147 1，786 1，067 1，413 1，636 1，396 1，234 1，358 1，526 1，382 
F且 1又 五正 1，072，507円 1，386，605 1，113，019 1，428，962 956，122 1，187，047 1，503，769 1，238，060 830，303 1，494，039 1，303，644 774，449 
京電 営 Zま 280，501円 351，529 314，720 378，463 215，037 353，249 383，299 326，687 236，764 399，959 307，623 239，168 
純 収 盃 792，006円 1，035，076 798，300 1，050，499 741，085 833.798 1，120，470 911，373 593，539 1，094，080 996，021 535，281 
10a当り投下労働日数 27.6日 36.8 50.1 379 38.4 35.4 38.9 42.5 29.0 48.8 34.8 29.5 
10 a当り 植栽 本数 79本 79 84 78 79 80 78 84 84 79 80 
1 本当 り樹令 17年 24 20 19 24 27 21 15 25 22 17 
10 a 当 り 収量 1，892kg 2，504 2，597 2，415 2，105 2，375 2，724 2，331 1，771 3，367 2，213 1，466 
ユH4-.主 用 τ三台戸 26.1% 25.3 28.2 26.4 22.4 29.7 25.4 28.7 23.4 26.8 23.6 32.1 
肥料費千円当り粗収益 10，875円 10，834 9，215 10，965 11，613 8，810 10，134 11，201 9，386 10，070 11，626 8，914 
g~茶費千円当り粗収益 25，510円 16，707 16，500 20，160 25，729 14，056 18，410 15，951 25，015 15，866 18，864 26，503 
10 a当 り土 地純収益 73，491円 96，734 90，063 92，354 81，457 84，403 104，941 86，472 63，648 129，573 87，127 46，792 
1日当り家族 労働報酬 2，678円 3，278 2，283 2，929 2，228 3，064 3，486 2，423 2，064 3，603 2，709 1，595 
部門経営総資本純収益率 12.856% 19.859 19.640 15.548 15.780 20.611 23.501 16.039 11.612 25，126 16.280 10.321 
1 kg当り主産物生産資 40.39円 34.35 37.30 37.82 37.64 35.65 32.53 38.33 43.76 34.18 40.29 55.21 
10 a当 り果樹評価額 879，700円 1，395，667 1，286，600 1，204，400 1，061，317 1，260，750 1，579，054 1，133，596 737，287 1，928，094 1，146，857 541，269 






















10 a当り土地純収益 1日当 り家族 労働報部l 部門経営総資本純収益率 1 kg当り主産物生産費
229;723 90，557 60，358 8，889 2，820 2，130 41，976 16，888 13，482 68.03 41.16 34.30 
100，453 65，069 15，495 2，885 2，133 406 17，790 13，528 4，963 41.18 35.85 24.62 
投下労働 {総投下労働 365.5日 256.7 222.9 306.7 244.1 294.2 328.3 301.9 214.9 275.0 277.3 292.7 
家 族労働 277.4日 208.1 187.9 227.6 204.9 240.9 257.5 237.4 178.5 220.7 235.1 217.5 
果 樹園地 面 積 78a 82 67 94 68 65 79 74 74 69 76 83 
投 下 資 本 4，572千円 4，816 3，717 5，593 3，477 4，036 4，055 4，310 4，740 4，191 4，100 4，815 
投 下資木財資 本 1.489千円 1，422 1，355 1，690 1，280 1，296 1，520 1，363 1，383 1，367 1，414 1，485 
湿 ヰ又 益 1，675，374円 1，156，864 739，894 1，719，017 952，199 900，916 1，516，727 1，172，859 837，545 885，230 1，083，976 1，602，926 
経 営 費 383，816円 306，214 256，721 376，212 262，303 308，235 354，651 345，223 246，875 310，541 292，346 343，863 
純 収 益 1，291，558円 850，650 483，173 1，342，805 689，896 592，681 1，207，076 827，636 590，670 574，689 791，630 1，259，063 
10 a当り投下労働日 数 47.0臼 31.3 33.2 32.8 35.9 45.0 41.8 40.6 29.0 40.1 36.6 35.4 
10 a当り 植 栽本 数 80本 76 87 75 80 88 80 76 86 89 82 72 
1 本当 り樹令 24年 21 18 23 22 18 25 22 16 22 24 
10 a 当 り 収 量 3，224kg 2，062 1，560 2，736 2，029 1，997 2，999 2，305 1，588 2，090 2，889 
まを 用 率 22.9，% 26.4 34.6 22.0 27.5 34.2 23.4 29.5 29.4 27 21.4 
肥料費千円当り粗収益 12，055円 10.231 7，762 11，938 10，029 8，308 11，479 9，352 9，747 7，964 10，141 12，393 
農薬資千円当り粗収益 17，816円 17，546 22，750 21，924 17，724 14，925 18，538 16，085 23，704 16，314 16，485 22，116 
10 a当 り土地純収益 133，127円 78，104 43，023 118，035 72，078 56，630 122，309 81，098 54，133 52，509 74，627 125，838 
1日当り家族労働報酬 3，667円 2，699 1，384 4，426 2，349 1，455 3，742 2，397 1，716 1，464 2，321 4，460 
部門経営総資本純収益率 24.606，% 15.069 9.964 21.567 16，306 11.102 25.955 15.895 10.201 10.552 15.866 23.437 
1 kg当り主産物生産資 30.82円 38.22 50.02 30.51 38.27 48.54 30.19 39.47 47.24 49.56 38.39 29.45 
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果樹園 10 a 当り 樹令
果樹園 10a当り楠 栽本 数
楠付本数 1本 当り 樹令




1 kg当 り主産物 生産 費
10 a 当 り果樹 評 価 '傾


















































































































































































































































































































































表 8ー 17 作業労働別10a当り労働日数割合
(複合された成果指標順位別)
!I買 強 枝 寒霜害 補摘芽J妾 土壌 深 夜 出荷¥ 施肥 防 除 接 t事 摘 果
位 持 定 の防止 f艮 接l 管:fA 貯 蔵 販 売
10a当り 1 1 4 3 。 。 13 14 5 38 
1 労働日数
% (2.5) (1.4) (9.7) (8.8) (0.3) (0.3) (34.5) (37.3) (5.2) (100) 
10 a当り 1 1 3 4 。 1 19 1 2 42 
2 労働日数
月d (2.3) (2.9) (7.9) (8.6) (0.1) (1.6) (45.6) (26.4) (4.6) (100) 
10 a当り 1 2 3 4 。 1 12 12 1 36 
3 労働日数
% (3.4) (6.2) (7.4) (12.0) (0.8) (2.1) (31.8) (33刈 (2.9) (100) 
10 a当数り 1 2 2 4 。 1 17 9 2 38 
4 労働日
% (2.4) (4i6) (6.4) (10.0) (1.2) (3.1) ('l3.4) (23.1) (5.8) (100) 
10 a当り 。 2 3 4 。 1 15 11 2 38 
5' 労働日数L
% (1.3) (5.6) (7.0) (1.07) (0.7) (2.8) (38.1) (29.6) (4.2) (100) 
会戸 10 a当り 2.8 3.9 0.3 0.8 15.2 11 1.8 38目3労働日数



















っている.市場賃金率を1，000円とすれば M-ll模型， M一皿模型， 60 a ~ 1 ha農家，
60 a以下農家， 25，"，-，30年生樹令農家，M-ill模型の生産関数の労働の偏限界生産力は市場
賃金率を上廻っている.回定財資本では市場利率6%より低いのは分類区分別生産関数の
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イ 生産関数による諸模型の生産弾性係数とi扇限界生産力の言hFJ)
表8-18 生産関数による諸模型の生産弾性係数と偏限界生産力の計決1)
生産関数の一般数式(指数関数とする) 生産弾性係数 修正帰性係数 !扇限界収益力 幾何平均
ldEyi茂/Y了i dyi/Yi 
Yi = AX1blX2b2…...Xnbn dxi/Yi dyi/dxi (Xi) 
M-I Y 単 位 R= 0.90073 単位10万円
果 樹図面積 10アール 10-1 b 1 0.21180 0.29775 6.663 
労働 日 数 10 日 10-1 b 2 0.11992 0.04614 24.342 
i成 {曲償却 費 1万円 10-4 b3 0.22959 0.42720 5.034 .'. 
月巴 料 3ま 1万円 10-4 b 4 0.15649 0.14726 9.954 
農 楽 質' 1千円 10-3 b 5 0.15994 0.03674 40.775 
その他物財貨 1万円 10-4 b 6 0.23889 0.94857 2.359 
村j メ~、 10 年 10-1 b 7 0.50541 2.34713 2.017 
S 1.62209 
M-U Y R 0.77026 0.83619 6.663 
果 樹園 l前積 10アール 10-1 b 1 0.06219 0.05891 0.08281 24.342 
労働 日 数 10 日 10-1 b 2 0.29414 0.29567 0.11377 
建物施設評価'綴 1万円 10-4 b 3 0.0682 0.12433 8.150 
果 樹評価額 10万円 10-5 b 4 0.11208 0.10818 0.08633 14.949 
農 機具評価額 1万円 10-4 b 5 0.13877 0.13778 0.53200 9.669 
流動財資本 1万円 10-4 6 0.55291 0.54916 
S 1.15328 1.149.17 
M一目 Y R 0.82488 
果 樹園而積 10アール 10-1 b 1 0.01464 0.02058 6.663 
労働日数 10 日 10-1 b 2 0.38871 0.14957 24.342 
固定 財 資本 10万円 10-5 b 3 0.18077 0.14039 12.061 
流動 Ht資本 1万円 10-4 b 4 0.59114 0.57267 9.669 
S 1.17526 
M-ffi Y R 0.59080 0.52289 
果樹図面積 10アール 10-1 b 1 . 1.83400 
労 働日数 10 日 10-1 b 2 0.43826 0.27282 
出|定 Jlオ 資本 10万円 10-5 b 3 1.60068 1.38904 0.20705 12.342 
















生産弾性係数 修性正係弾数 偏収益限界力 生産弾性係数 偏収益限界力 幾何平均 生産弾性係数 修正弾数 偏収益限界力 幾何平均性係
dy2/Y2 dy2jY2 
幾何平均 dy2jY2 dy2jY2 dyijyi dyijyi 
dxijXi dy2jdxi dxijXi dy2jdxi (Xi) ゐ;:ijXi 今ijdxiI (Xi) d玄ijXi ゐ王ijXi ゐ;:.ijXi
集落別 (-3M2『-司fE Y2) 単位10万円 60a-1h旦 単位10万円 10~20年
丸旧 R2=0.94237 0.86925 R2=0.74664 0.72152 R2 = 0.77327 0.77714 
b 1 -0.15431 b 1 -0.16542 b 1 0.48716 0.417371 0.52800 6.002 
b 2 -0.27834 b 2 0.59174 0.67517 0.28170: 25.589 b 2 -0.18391 
b 3 0.13247 0.03618 0.02835 12.992 b 3 -0.30667 b 3 -0.07759 
b 4 1.29634 0.98455 0.92275 12.183 b 4 0.74252 0.59462 0.61508 10.171 b 4 0.72959 0.66204 4.19254 1.199 
S 0.99616 1.02073 Y 10.181 S 0.86307 1.27979 Y 10.251 S 0.95525 1.07941 Y 7.593 
60a一以下 M-盟R2= 0.86665 
共栄 R2=0.28771 R2 = 0.90164 0.79195 b 1 0.23189 0.32599 6.663 
b 1 0.27862 0.37615 7.670 b 1 -1.71264 b 2 0.30746 0.11831 24.342 
b 2 0.16582 0.07715 22.255 b 2 0.08079 0.75596 0.25173 15.213 b 3 0.07554 0.05866 12.342 
b 3 0.02313 0.01733 139 .813 b 3 1.12251 0.17760 0.13795 6.522 b 4 0.36934 0.35780 9.669 
b 4 0.16370 1.05372 .695 b 4 0.89681 0.60836 6.123 b 5 0.68147 3.164761 2.017 
S 0.63127 Y 10.355 S 0.38747 1.54192 5.066 S 1.66572 
東内 R2=0.97215 0.96345 樹25令~3別0年(M一面 Y2)
b 1 0.62633 0.14050 0.22589 6.367 生産物価額 10万円10-51 9.3 
b 2 0.02387 0.11987 0.04577 26.805 R2=0.81200 0.71453 
b 3 -0.58024 b 1 0.39275 0.09612 0.17515 7.698 利子率 103 i 119. 
b 4 1.26842 1.07730 1.16013 9.506 b 2 0.59423 0日「凶即 29.850 
S 1.33838 1.33767 Y 10.237 b 3 -0.25061 
b 4 0.56992 0.533901 0.52158 14.359 注:R2:決定係数












6印0叫(」説EF円1 80吋 刷円刊1 60∞0円刊|(」謂自F円1 80∞州0明円阿| 




37.041 . 37.481 ω | ω| 














780.2-324.1 39.97 43.41 17.999 17.696 16.567 15.0801 1，272.033 1，243，307 995;249 
投下労働日数 313.0-193.4 36.751 36.95 39.26 41.72 23.979 16.672 15.774 14.817 1，185，089 1，177，490 1，088，345 993，470 
191.4-70.3 38.61 41.68 44.681 14.915 13.899 12.851 975，159 970，302 874，133 774，987 
0.90909-0.69576 32.53 33.95 36.00 38.78 23.501 23.368 21.678 20.633 1，579，叫 1，722，似 1，567，843 1，472，193 
成 園 τ←ミすpーそ 0.68966-0.54545 38.33 38.56 41.47 44.50 16.039 15.059 14.240 12.976 1，133，596 1，002，139 923，494 802，017 
0.54296-0.16000 43.76 45.26 48.76 1.612 12.572 11.924 10.605 737，287 782，231 716，555 582，865 
5，278-2，733 34.18 33.08 35.21 38.11 23.540 
218C2司引L鉛え094
mmd mm09開 制 7
果樹 園 10a 
2，596-1，891 40.29 36.88 39.53 42.49 16.280! 16.092 15.117 14.0241 1，146，857 1，128，0231 1，030，4961 921，153 
当 り収量
1，809- 831 55・211 47.73 51.06 54.51 10.321 10.290 9.422 8.5221 541，269 開 181 4町内問38
160-102 37.60 38.02 40.51 43.78 15.616 15.465 14.574 13.402 1，072，630 1，057，732 70，265 1，855，269 
果樹図面積 83- 60 35.21 35.76 38.13 40.86 19.585 19.325 18.218 16.944 1，388，415 1，364，253 1，261，241 1，42，618 




53.4 以1)( 価 F各
ヌG 1当0アりー Kル9 
。 2，311 16，774 
600 10 2，541 19，352 
20 2，905 23，404 
30 3，004 24，508 
40 
。 2，3l1 15，921 
10 2，541 18，499 
800 1，20 2，905 22，550 
果樹園面積 75.7ア{ル f話 殖 事責 64，547円
生産数量 17，490kg 生産物価格 64.39円kg 絶対安全要注意











町 95. '15，593 13，591 ; n，590 ; 
示司郎45 17，643 15，641 13，640 
22，751 ?0，749 1即 47 同市町44 以加即40
25328M7Z司，19，323 17，322 15，320 13，318 
附 '1 12，162 10，160げ，159J1157 ム155 1，009 
払742 叩 40 12，7138 即 36!広明久7331 久729
20，7931 1 札792 16，790 叩 88 1 仰 6 1 仰 5 i 丸叩叩7祁83
叩ω叫1 2抑 4 仰 97什|附
3，吋 !明仰2部6臼232 州 5 担 473 20，4ペ附0 附 8 1仰山
2，3111 14，531 12，774 10，772: 8，771 6，769! 4，767 丸7邸
2，5411_1竺竺 15，352 13，350 11，348! 9，347" ..?'，~~S.J 5，343 円
2，9051 21，161 119，404 17，ω2 15，400 '13，398 11，397 1 9，395 7，393 
3，0041 22，265 ヌ五回50と16，504 1μ4久仰側，502印問ω 辺即附，点川5印01団t立;zih3土，4包之
3，23制5同I2剖4，84必2 2幻3，0ω85 21，0ω84叫I1印9玖削，ρ0ω82 17，0ω8o 15川8 13，川仰7 11川5
丸幻m刷刈3況叩叫UI即
仰 1 叫ω070 1“4い叩，312幻抑ロ: i己j記ふふ，3瓦記i瓦1 1記玩泌0，ふ3丙ぶ:.. 山幽コ:芯，3司 叩附05 ム304 2，3白
川同五l'18，364 附 2 附 12，35'バ10，'357十日1-2:iL
13，463 i，461 i 9，459 7，458 3，0041 21，225 
3，235[ 23，803 
30 

































































益率が20%以上を「絶対安全j，10~20% を「安全j ， 6 ~10%を「要注意j ， 6 %以下を「危
険Jであるという比較基準を定めて計測してみると，例えば，賃金率 1，200円， 1 kg 当り
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第3位 1 26日 7月24日
ァー 8月18日
昭和26年 至昭和37年
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1iI!i ヨ西見'" 名 箇 m 数 I藍 減 同I 積 口ー~ 分 一法主 一
井i医及び自然]反水 144(回 803.18ha 19.4% 
i留 j也 663 3，091.87 74.9 
j易 水 機 848 195.44 4.7 
そ の 他 8 36.61 1.0 




一一一|山 林 11.点 野 |宅 地| l仁h1 
計
ha 
面 手責 3，970.0 414.2 4，384.2 4，595.5 736.3 10，064.1 
~6 




総日数 就業岬 Iårdl ^~ I率夜間人口
H!3ヰU35年 49，243 37，106 9，871 I - I 97.3 

















昭 和 34 ifミ
日目 和 36 年
表9-5 経営耕地面積jぶ狭}jIJ農家
30-50 50-70 …11-1.5ha I | 農地当家り耐経1戸積営
1，426 65 









位 専 業 メ口ミ 言十
第11'重 第2f.重
数 | 7，338 
% 100.0 


















9-~ から昭和35年の農業補充率をみると 12.5% と急激に減少している.中高卒業生の非
農業部門への就職がきわめて著しいことを知ることができる.
2. ;資本装備
表 9-8から農用機械で、は米麦作に主として利用 される.動力耕転機，動力籾摺機，， お
表9-8 農用!創成所有農家 表9-9 家畜師l養農家及び飼養頭数
ム口 舶凱 1;農家100戸数当i 農家 100 増減 Eれ
り所有台 飼養農家 戸当りの 昭和32~
M転機 {駆動型 560台 8.0台
飼蒼頭数 351'ド
声 頭羽数 月6
来引型 86 L2 平L 牛 385 12.0 22.4 
エンジン 6，136 88.8 i交畜用牛 6，245 93.2 22.0 
モータ ー 294 4.2 ，早j 41 0.6 9.5 
動力)j見殺|幾 6，188 88.8 Jま 286 8.4 55.0 
動力籾摺 l幾 2，674 38.4 *~~ 羊 11 0.3. 235.0 
;易 オく !幾 1，086 15.6 叫| 羊 86 1.2 370.6 
動力 jn~ 粉 1幾 98 1.4 1.1.~ 5，386 '1，351 176.0 
昭和35年世界農林業センサス 昭和35年'iI.
表9-10耕地利用
販 売 農家 収穫農 家
l収 穫面積 作(，j 比率
収穫農家 yi主 家
ha % % ヌ6
し、 J-;J. 3，660 52.1 78.9 96.5 
麦 類 2，280 32.5 87.6 87.5 
豊臣 穀 0.1 
し、 も 類 153 2.2 8.6 74.5 
ま 3 め 類 178 2.5 8.2 78.5 
果 菜 j実 75 1.1 7.0 74.0 
4艮 菜 類 97 1.4 7.5 75.6 
業 茎 菜類 71 1.0 0.2 
計 (疏菜) 244 3.5 
工 芸 作物類 32 1.2 66.7 11.6 
栄枯1:);自その他 8 0.1 34.6 1.5 





























































当り) 成 果 主旨 襟
農業資産 |収穫面積|農業純収益i字詰諸島I3ft諒位位 |襲安釘品|話回す
千円 a 千円 円
3，148 168.2 393 379 187 0.046 
3，055 297.9 465 373 166 27 0.027 
Z百査之Tご 因 指 4宅
家族農業労働単位当り l耕地 10 a 当り
耕地面積 |農業資本 |大限資本 |農業従事日数 |農業労働日数 |大農具資本
円 i円l:日|:日I 1: 
EE 
?
部 組 織経 門蛍'




タバコ・ 乳 牛 手L 牛









戸 収 穫 家族労働 京井 土tJ1. 資 本 寺井 地 主産物価格 耕 土也
粗収主主 経営費 純収益 1日当り 10a当り 利回 り 10a当り 中に占める 10 a当り
数 面 もt 報 酬 純収益 ( 1円当り) 生産量 生産資比率 労働日数
戸 a 円 円i 円 円
24，787 円
円 446.9 kg 臼F首 イ乍 4 92.4 311，894 85，868 226，026 1，059 0.112 @71.2円 76.0%， 15.0 
タノミコ作 。令 25.8 219，830 86，882 132，948 557 51，845 0.094 241 @34.7 95.7 67.1 
スイカ作 1 8.0 33，000 14，027 18，973 577 23，687 0.072 2，745 @14.9 93.3 24.5 
大根作 3 38.8 46，611 26，492 20，119 682 7.091 0.074 2，800 @ 4.0 10.40 6.4 
馬鈴薯作 1 22.4 46，350 32，774 13，576 -5.9 6，061 - 0.069 1，624 @ 9.3 18.70 26.0 
甘藷イ乍 1 37.7 64，870 21，467 43，403 568 11，513 0.071 1，175 @12. 107.5 12.1 
2( ζ 作 1 33.8 22，120 15.158 6，962 -67 2，060 - 0.02 210 @29. 290 10.0 
2.3 頭
nm当り 1頭当り 1頭当り













































































および農林省 『農産物の需要と生産の長期見通しj を参考と し， 類推決定している.次に
直接費の内容は，耕種部門では，肥料，種苗，薬剤，諸材料，動力光熱，賃料料金，災害



























生産量 4，687.5 x 3kg 4，687.5 x 3kg 
手L
粗 乳価 32.9円 32.9円
代
価 額 462，656円 771，094円
ヰ史 廃牛 0.5頭37，500円0.8頭60，000円
売
却 統 合 1.2頭-4，800円2頭 8，000円
益 牛 6ケ月 0.7頭35，000円1.2頭60，000円飼育古
価 額| 539，95叫 899，094円
直 J妾 費 118，381円 189，663円
純収 五正 421，575円 709，431円











ぺザ7 若牛 0.8 そ 若牛 0.8






他 育成 0.7 他 育成 1.2
kg kg kg kg kg kg 
維 持飼料 113.2x 3= 339.6 339.6 566 566 
可
生産 飼 料 229.1 x 3 =687.3 687.3 1，145.5 1，145.5 i月
イじ 妊娠牛補助飼料 27.9x3=83.7 83.7 139.5 139.5 
粗 育 成 牛 213.3 218.2 355.5 355.5 
蛋
2，206.5 
白 計 1，110.6 213.3 1，323.9 1，851 
質
J主1主
搾 乳 牛午"主 441.3 441.3 1頭当 り換
維 持飼料 1，387 x 3 = 4，]61 4，161 6，935 6，935 
可 生 産 飼 料 1，511 x 3 = 4，53 4，533 7，555 7，556.5 
j南 妊娠牛補助飼料 279x3=837 837 1，395 1，395 
イ七
総 宵 成 牛 2，251.1 2，089.8 3，483 3，481.9 
養
分 言十 9，532 2，251.1 11，620.8 15，885 19，368 
主1討主会









直 接費 純 収 査証 投下労働量
数 JL1 己 額
kg 円 円 円 時間
レ タ ス (秋) 3，600 30.3 109，080 61，501 219.6 
レ タ ス (冬) 3，750-;: 25.3 94，875 60，409 34，466 219.6 
カ ンラ ンー (早) 3，450 18.7 64，515 26，103 38，412 169.2 
ン (中) 4，312 17.3 74，598 29，536 カ シラ 45，062 183.2 
カ ン ラ ン (越) 5，175 15.1 78，143 32，251 45，892 183.2 
セルリ ー (年内型) 7，000 26.6 186，200 126，368 59，832 
セルリー(越冬型) 6，300 32.1 202，230 155，621 46，609 
ト マ ド (半促成) 8，000 34.5 276，000 161，406 114，594 1，505.1 
ノ、. レ イ シ ヨ 2，250 14.0 31，500 14，580 16，920 135.4 
甘ー 藷 2，250 13.3 30，713 9，184 21，529 146.6 
ブく キ艮 4，125 10.8 44，550 14，870 29，680 138.8 
ノ、 タ。ー カ 麦 280 @60kg 2，541 11，858 4，238 7，620 79.6 
タ ノ、守 コ 250 346 86，500 21，427 65，073 625.0 
ラジノグロノ〈 ー 7，500 2，750 - 2，750 39.0 
イタリアンライクーラス 3，750 6，280 - 6，280 31.1 
ム ラ サキ カ ブ 5，250 2，856 - 2，856 78.4 
背 メリ 二r. ン 三ク包ζ 4，OOO(秋) 2，250(春) 2，411 - 2，411 (秋)39.4 (春)35.4 
背 刈ト ーモロコシ 4，500 ( 4月蒔) 3，750 ( 6月蒔) 2，561 '- 2，561 39.0 
背 メリ Lノ 一 フ 1，500 2，950 2，950 30.0 
レ ン ゲ 3，375 2，428 - 2，428 8.5 
I昆 播 9，125 7，448 - 7，448 81.2 
水 手話 (普) 435 @60kg 4，300 31，175 5，889 25，286 129.7 
7J( 手首 (早) 435 4，530 32，770 7，334 25，436 138.3 
7J( F市 (酒) 405 2等 5，610 35，708 7，446 28，262 132.7 
ス イ カ 3，750 18.2 68，250 28，866 39，384 184.2 
フe ド 一 2，500 60.0 150，000 77，442 64，878 424.0 














C ー→ 。71，328 61，437 86，937 85，276 160，486 110，965 
単 P47 早期水
早ー稲艦エ期青(Y早刈麦水甘) 
早期水 スイカ トマト タノξコ
の 稲ー甘 稲ーレ 一甘藍 ー甘藍 一甘酸
基 底 水準1変数  盤(越) タス (越) (越) (越)
位 P1 P2 P3 P4 P6 P6 P7 
耕 地 麦 作地 P26 a 125 1 1 1 1 1 1 
耕地裏作地 P27 a 125 1 1 1 1 1 1 
i回 えと 作 地 P 23 日 30 
レタ ス作 地 P29 日 40 1 
ス イ カ作地 P30 a 25 1 
ナス科作地 P31 a 40 1 1 
車主 。物 量 P 32 kg 。 -757 -1，563 -389 -368 -368 -368 
睦 四半 地 P 83 a 5 
5月上 ・下旬 労働 P34 時間 484.4 500 60.0 50.0 30.0 226.0 
6 月 労 (羽J P35 時間 761.6 6.1 6.1 6.1 47.6 420.0 51.2 
8 月下 旬労 働 P36 時間 336.0 3.0 59.0 36.C 6.C 5.C -5.0 
9月上 ・中旬労働 P87 1寺間 560.0 39.5 35.0 64.9 36.C 36.C 78.0 
10月下 ・11月上匂労働 P38 時間 60.05 3.0 93.2 3.0 3.C 3.0 
12 月 労 働 P 39時間 448.0 22.8 113.4 22.8 22.8 22.8 
12 - 3月 TDN P40 kg 。 -387.2 -56.0 56.0 -331.2 -331.2 
12 - 3月 DCP P41 kg 。 -80.2 -1.5 -1.5 -78.7 一78.7 -78.7 
4 - 7月 TDN P42 kg 。 -83.0 -631.0 -83.0 
4 - 7月 DCP P 43 kg 。 -2.2 -58.0 一20
8-11月 TDN P44 kg 。 -28.0 -248.8 -28.0 
8-11月 DCP P 45 kg 。 -0.8 -53.2 -0.8 
乳牛 8 頭 以下 P46 頭 8 
-M 乳牛 3 頭 以下 P47 日良 3 -1 
i:1l 1血 P48 a 30 
水稲作制 |浪士山 P43 a 75 1 1 1 
Z 一 C 円 。M -71，328 -61，437 -86，937 -85，276 -160，486 -110，965 
厩 I1巴 3，350 4，850 41，150 5，200 5，950 




25，286 28，262 7，620 -2，411 -6，2801 19，630 40，770 44，920 -2，750 -7，448 -7，448 
一一
普通 青刈 イタリ 早期水 甘藍(越)甘藍(越) ラザノ 1昆播
水稲 i国米 ハダカ麦 エン麦 アンラ 稲飼料
青刈トー青刈 グロー 混 t需 (畑)モロコシエ ン麦
イグラ カフーレ 青刈トー 青刈ト{
ノ、，.ー
ス {フ モロコシ モロコシ
P8 Pg PIO Pl1 P 12 P 13 P14 P 16 P 16 P17 P 18
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 
1 
-389 -389 -928 -938 -1，105 -1，787 -1，537 -1，193 -1，912 -1，912 
0.4 
8.7 8.7 10.0 50.0 32.0 9.5 1.9 1.9 
55.8 55.8 48.0 7.0 6.1 36.0 5.0 10.7 10.7 
2.8 4.8 28.0 5.0 54.0 
2.0 3.0 21.5 54.0 3.0 
31.5 31.5 14.6 16.0 0.4 3.0 22.8 
21.0 22.8 -331.2 9.0 9.0 
-56.0 56.0 -728.2 -331.2 -78.7 -199.6 -199.6 
-1.5 -1.5 -43.7 一78.7 -308.3 -691.5 -34.9 -34.9 
-83.0 ザ -83.0 -548.0 -543.8 216.5 -445.5 -31.5 -226.9 -848.4 -848.4 
-2.2 -2.2 -56.0 -78.8 -32.2 -40:5 -371.3 -246.0 -148.4 -148.4 
-28.0 -28.0 -252.1 -371.3 -33.8 -80.6 -199.6 -199.6 
-0.8 -0.8 -14.9 -33.8 -34.9 -34.9 
l 1 1 1 
-25，286 -28，262 -7，620 2，411 6，280 -19，630 -40，770 -，-44，920 2，750 7，448 7，448 
1，500 1，300 1，500 2，800 3，000 
P7 P8 Pg P 17 P 1
@処分プロセスは省略する. ① 水準は経営耕地 125aの例宕示している.
143 
14'1 山形大学紀要 (農学)第7巻第1号
46，600!-2，428 o 1 141，8861 -8061 -8061 -806ー 140，525‘ 17，3411 64，878 ， 144;987ベ使
馬鈴薯 購入購入購入 甘藍 キウリグ用
大 根 レシゲ 野 草 乳牛飼 料飼 料飼料 平L 14ニ rM~ 麦 ブ ドー 一廿藍|す
(越) ルる
PI9132 1 P21 1 P22 1 P23 '1 P24P 25
一寸--1づ-1-. r----~;-I 
1，1 、P18 
1 I I . I 1 I 1/ 





4，380 1 1 -333 1 1 P 23
1 い
6.01 7.01 6，0 
17.81 19.21 21.01 1 P 24
26.71 28.81 71.01 1]2.01 160.0; P 25
5，6 
8.91 9.61 10.01 376.01 P 26
43.61 1.51 2.0 
17.81 19.21 160，01 5.01 P 27
40.6 
17.81 19.21 73.61 36.01 P 28




132.41 1-19.51 3，873.61 -326.41 1 -331.21 P30 
-:-293，61 -112.01 1，421.61 1 -.3.7 
iミ
-77.61 -18.61 162.01 1 -19.5 
年間DCP
-56.01 1，290，01 1 -3.71 441.31 -25.81 -78.71 P31 
-9.51 146.91 1 1 1 P32 
1 
11 11 11 Ip33 
P3.¥ 
-M 
-46，6001 2，4281 0 1 -141，8861 8061 806 18061 -140，5251 -17，3411-'-64，8781 ~ 14'1，987 
3，5001 1，0001 1 -10，1 











平均10kg当り267円， 36年 326円， 37年 333円(但し， 4 ~10月の月別価格から類推)で










処分プロ セス を除いた実働プロ セス数はM使用の場合の経営耕地125aと90aでは25個，
































と， M使用 125aでは裏作地は表作地よりも経営内機会収益が高く，労働では 9月上，中






6月が利用し尽され 8月下旬 9月上・中旬， 10月下旬， 11月上旬と12月では残量を生






















表 9-16 資源の利用と収益性単体表の演算結果と考察 (そのー )
耕 土色 規 模 125a 仏f使用) 90 a 仏在使用)
資 源|使用童 l残 F旦C叉L 機会費用 資 源|使用量|残 主巴 機会費用
125 125 。10 a当り 4，588円.1i 90 。 33，145.48 
耕地裏作地 P27 125 125 。 7，175.0 90 90 。 56，328.7 
i箇 i米 f乍 土色 P詔 30 24.1 5.9 。 20 。 20 。
レタ ス イ乍土也 P 29 40 40 。 30 。 30 。 ~! 
スイ カイ乍土IE P 30 25 17.2 7.8 。 18 18 。 3，276.39 
トE回悔気; ナス科作地 P31 40 32.8 7.2 。 30 30 。 34，938.73 
李主 物 3-E 1 P 32 。 13，674.3 802.8 。 。 13，140 O 0.93 とp
畦 四半 t也 P 3 5 5 。 661.7 5 5 。 6，341.84 昇、fう
5月上・下匂労働 P34 484.4時間 484.4 。1時間当り 366.1 484.4時間 484.4 。 200.48 E持
6 月 労 (動 P35 761.1 761.6 。 9.3 761.6 761.6 。 11.42 同回、一言
] 
4‘4 h 8 月下匂労働 P36 336.0 291.8 44.2 336.0 216.6 119.4 。 2=lM p 
9月上・中匂労働 P37 560.0 560.0 。 560.0 529.2 30.8 。 ~ )ft} 
10月下匂11月上匂労働P羽 560.0 396.7 163.3 560.0 345.8 214.2 。 円せ
12 月 労 働 P39 448.0 300.0 148.0 448.0 246.3 201.7 。 主、二ロT司司ー晶吋
12 - 3月 TDN P40 。 3，628.1 。 32.0 。 3，486.3 。 41.33 
12 - 3月 DCP P41 。 413.4 322.6 I 。 。 397.2 336.6 。
4 - 7月 TDN P42 。 4，438.2 。 20.4 。 4，264.8 。 41.3 
4 - 7月 DCP P 43 。 505.8 89.4 。 。 486 65.0 。 主義
8 -11月 TDN P44 。 4，027.4 。 41.3 。 3，870 。 41.3 
8 -11月 DCP P 45 。l 458.6 285.5 。 。 440.7 241.9 。
搾 頭 P 46 81I買 3.1 4.9 。 81I買 3 5 。
搾乳牛 3頭以上 P47 3 3 。 M 3 3 。 M 
t回 t也 P 48 30a 30 。 23，736.3 30a 30 。 45，397.1 




j原|間正了亘 li孟-l資 量 I ~A，m~1機会資用残
52，252.6 。70 70 52，252.6 O 
源|使用量 1残
資源の利用と収益性表 9-16
。5 30 35 。7 
??????









2，332.8 。23 23 2，332.8 。1.1 28.9 30 。











































































































































































































表 9-17 経営部門別の稼働 水 準と収益性
?
??
一l maN) |…) l m l m
水稼 働準 [純 収 益 水稼働準 I純 収金日 水稼働準 [純 収益 水稼働準 [純収 益 水稼働準[純収益 稼水働準 I純収盆v 稼水働準 [純収益 水稼働準 I純収益
普通水 稲 a 
l 12| 3吋 121 31ω I 30 I 76，3291 30 I 
早期水稲 50.9 25.61 65，155¥ 60 1 152，6161 60 152，6161 38 1 96，6841 38 1 96，6841 30 1 76，3291 30 76，329 
甘藍(越冬) 78.8 
甘藍(早生) 22.2 25.61 98，3 
ト てす ト 3.1 9.3! 107，061! 0.71 7，7401 0.71 7，7401 1.51 16，9451 1.5: 16，945) 8 1 91，7531 8 1 91，753 
ス イ カ 17.2 18 1 70，8911 30 1 118，1521 30 1 118，1521 13.21 52，0941 13.21 52，094! 16・91 66.550: 16・9i 66，550 
キ ウ リ 8.81 86，9341 8.81 86，9341 0.11 1，0141 0.11 1，014 
タ ノ、.' コ 29.7 
ハ 〆 カ麦 24.1 
18，お01 25.開問
ff刈エン麦 22.2 5，3431 32.81 -6，1761 1.21 -301 1 1.21 -301 
15刈 トー そロ コシ 8.5[ -8，3921 1 10 1 -5，1221 1 16 1 -8，5701 4 i -570 
ブミ キ艮 8.51 25，093 
馬 鈴 薯 21.5! 14，305 
i昆 主番 30.0 
フぞ ド 5 1 1.6) 10，5871 9.91 63，9571 9.9j 63，957 
野 草 5 152.91 1 10 1 ! 10 
購入飼料 138単.5位
手L 牛 3.1頭 442，9651 1 425，6581 4 1 562，1001 3 1 421，575) 4 1 562，1001 3 i 421，5751 4 562，100[ 3 1 421，575 
i酉 ヨ{ミ 24.0a 





















耕 :l!s 規 模 山 (M)I 90 (M) 125 90 70 70 (修正)
千円
資 本 財 資 本 1，536 1，528 1，701 1，518 1，711 1，528 1，624 1，440 
時間
5業労 働時 間 6，108 6，592 5，979 5，785.8 7，288.6 7，014.6 6，128.8 5，788.1 
円
m 刊文 主 2，061，908 1，915，397 2，138，466 1，958，482 2，140，680 1，960，723 1，973，794 1，793，831 
円
直 j妥 2ま 1，133，506 881，702 1，191，297 982，407 1，133，262 930，505 
納 H史 五正 1，262，980円 1，082，612 1，004，960 1，076，780 949，383 978，316 840.532 863，326 
円
決業 'j;'{ijJ)J報酬 837，638 616，195 569，973 652，779 572，080 609，359 503，783 537，563 
円
労働 1時間当り報酬 137，1 93.5 95.3 112.8 78.5 86.7 82.2 92.8 
% 
①飼料 自 給率 86.9 35.6 46 28.4 37 31.9 38.6 
タ￥
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その他の稼働水準は早期水稲ー甘藍(早)一青刈エン麦 25.6a，スイカー甘藍(越)18 a， ト






(越)， トマト，スイカ，タバコで，その他 125aには酒米と裸麦が 70aに大根，馬鈴薯が
採用され，飼料作物としては経営耕地90aに青刈トーモロコシ，青刈エン表，混播，野草，
125 aには青刈エン麦，混播，野草と単純である.以上の結果，表9-18の農業経営の収益









ン麦1.2a，スイカー甘藍(越)30 a， トマトー甘藍0.7a，タバコー甘藍(越)17.3 aが採用さ
れ，購入飼料は 1年間でとっているが 555.1単位，乳牛4頭となっている.経営耕地90a 
と70aは採用プロセスでは同一であるが，稼働水準は少しく異なっている.90 aと70aの
採用プロセスは早期水稲一甘藍(越)，経営耕地90aで38a (経営耕地70aでは30a)，タバ
コ 甘藍28.5a (15 a) ， トマトー甘藍(越)1.5 a (8 a)， キウリー甘藍(越)8.8 a (0.1 a) ， 











ど， そのよ うな指標は低下する傾向がみられる. つまり，今，各規模別に制限になった句
あるいは月の労働の経営内機会収益に各々の制限になった句，月の労働時聞を乗じて加え
た和を制限になった句，月の労働時間の和で除することによって，各々の農業労働1時間















経営lMtI!.125aでは7，669円， M使用90aでは40，127円，経営耕地125aでは 12，274円， 90 a 











































求め，経営耕地は経営計画期間において固定的で、あるとし.経営耕地125a (M)， 90 a ω11)， 
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第5章と第6章は稲作農家の昭和40年度における横断面分析 (CrosSection Analysis) 
であづた. これに対して第7章 f稲作農家の経営成果変動の要因分析」では，その同一資
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Summary 
( 1) Chapter・1is concerned with the economic type of farm business as 
the object of farm l11anagement analysis and the behavior of each type of farl11 
manager. 
First1y， the charactel'istics of a fal11ily fann are described by cOl11parison with 
other economic types of farm business. The econol11ic types of farm business al'e 
broadly c1assified into two types， that is， ideal type and actual type of farl11. The 
actual type of fann is cOl11posed of family farm and capitalistic farm. The fam~ly 
farl11 is divided into three types， that is， non-commercialized， semi-commel'cialized， 
and enterprising family farms. In Japan the semi-commercialized family fanus 
are common. Their features are as follows : The household and farm business 
are imperfectly combined with each other in the family fann. The final economic 
object of the family farl11 as a whole is to l11axil11ize uti1ty. The econol11ic object 
of the fann business is to l11aximize the farm businessincome， but this is an 
intermediate object of the family farl11 and must be consistent .with the final 
object. The farm l11anager is usually the sal11e person as the chief of the fal11ily 
farm. Labor， capital goods， and land are partly bought from each factor market 
and partly supp1ied by the fal11ily farm itself. The farm products are partlysold 
at the products market and partly conSUl1巴dby the fal11ily 1l1ember. Thefarm 
productivity of the se1l1i-col111l1ercoalized fa1l1ily fann is generally highel' than 
the non-com1l1ercialized one. The former's far1l1 business is equipped with sl11al 
size tractor. But it is not. yet modernized because mechanized operation system 
is not always established in it. 
Secondly， the subjective equilibrium theories of a family farm are l'e-examined 
in order to arrange and 1l10dify the1l1. The farm management analyses intend to 
rationalize the fanner's decision making process in the fann business. It means 
that the fanner has to make the plan of the fann business so as to al'l'ive at the 
subjective equi1bl'ium of the family farm as a whole. A family fann s巴eksfol' 
the equi1ibrium point under the condition that acquisition costs are larger than 
salvage values for most farm products and productive factors. The difference 
between acquisition costs and salvage values results in the benefits of the com-
bination of the farm business with the household in a family farm. The ben巴fits
consist of (1) the benefit of se 
business are considered. 
Fil'st1y， itis c1efined that a farmer's managerial process consists of planning， 
organizaton， supervision， and control. The process of control is l11ade up of obse-
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1・すationand ana1ysis. The ana1ysis does not mean only to collect the neccessary 
infonnation for decision making but a1so investigate the causes which bring 
about the difference between the farm p1an and the resu1t of actua1 activities. 
The organization and supervision are executive activities which carry out the 
farm p1an decided beforehand. The manageria1 process is taken charge by the 
organization of farm managers， and the organization must change in accordance 
with the deve10pment process of the farm business. It is confirl11ecl that the 
features of farm l11anagel11ent ana1ysis must vary with the behavior pattern ancl 
know1eclge situation of the fann manager. 
(m) Chapter 3 treats the inclicators for the 1l1anagement ana1ysis which are 
re1evant to measure how much the goa1 of the fami1y farm is attainecl， what 
kincls of causa1 factors contributes to the goa1. It is a1so consiclerecl that what 
kinds of inclicators are l110re significant as the means of s01ving the prob1e1l1s in 
a farm business in Japan. 
First1y， the object of the far1l1 business is to 1l1axi1l1ize the fann business 
income to .the extent which is consistent with the maxi1l1ization of the fa1l1i1y 
fann inc01l1e. As the 1l1eans of attaining the object， itis necessary to improve 
the 1l1anageria1 abi1ity， toraise the procluctivities of 1abor， 1ancl ancl capita1 in 
paralle1 with each other， to receive higher sa1e price of proclucts at farl1， ancl to 
pay 10wer purchase price of factors at fann. The exphasis is put on the inclica-
tors which are usefu1 to ana1yze the procluction process， especially that of farm 
size ancl farl11 intensity. 
Seconcl1y， the success. inclicators are c1assifiecl into procluctivity， econol11izing 
abi1ity， ancl liquiclity. The causa1 indicators are c1assifiecl primari1y into 1l1ain 
causa1 inclicator and subsicliary causa1 factor. The fonner consists of the inclica-
tors of .farl11 size ancl farl11 intensity， ancl the 1atter consists of the indicators of 
capacity of variab1e factors ancl efficiency clerived by the variab1e factors. The 
essentia1 prob1e1l1 is how to iclentify the re1ationships with each other al110ng the 
success indicators ancl casua1 inclicators. 
(町 Chapter4 is concerned with the systel11atization of the fann 1l1anage-
1l1ent ana1ysis l11ethods fr01l1 the viewpoint of s01ving actua1 fann prob1el11s 
effective1y. 
First1y， the c1assica1 ana1ysis methocls are lil11itecl to collect a 
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This is available for analyzing the fatm management throl1gh the comparisol1 
between the average levels of variol1s indicators for al sampled fanns and that 
of each farm which needs a diagnosis. Subseql1ently cost analysis， bl1dgeting 
method， and linear programming. are examined. They were effective method in 
accordance with the level of farm problems as well as farm management econo-
mics. Conseql1ently they are synthesized into the present analytical method. 
Thirdly， the above-mentioned l11ethods are systel11atized in this paper， while 
their problel11s and lil11its of application are pointed out in c1etai1. 1n my own 
opinion， the analytical l11ethoc1s of farl11 l11anagement are c1assified into the met-
hoc1 of seeking for theeconomic effeciency mainly and the method of acquiring 
the economic stability. The former method is c1assified into the positive and 
nonnative ones. The positive analysis inc1udes procluction function， marginal ana-
lysis， descriptive analysis such as the direct comparison l11ethod (survey method)， 
and regression analysis，巴tc.The norl11ative analysis inc1ucles standarcl l11ethoc1， 
bl1dgeting l11ethoc1， anc1 linear ptograml11ing l1ethoc1. The l11ethoc1 of acquiring 
the econol11ic stability is concernec1 with the probabi1ty analysis. It inc1uc1es risk 
programming， game theory， and the econol1etric approach with statistical infere・
nce. 1. have a conc1usion that any of these analytical methods are l1sef11 so long 
as its fitness anc1 limit to the farm management problem concerned are appro圃
priately taken into account. 
(V) 1n Chapter 5 the al1thel' treats of “Economic Analysis of Enterprising 
Family日Farmin Padc1y Rice Farming District the Shonai". This is one of the 
positive (actual) analyses c1erived frol1l fundamental stuc1i巴sof the farm bussiness 
in chapters 1 to 4. The analytical methoc1s used this chapter are direct compari-
S011 and proc1uction function. The auther intends to finc1 the present problen of 
enterprising family farm aswell as to c1arify the validity of these analytical 
methods， when they are appliec1 to the actual.data of fann survey. 
An ei1terprising family farm of rice monoculture In巴ansthe farm which is 
able， firstly， to employ more than three workers at least for rice l11onoculture， 
secondly， toearn positive enterpreneuer's profit， anc1 thirdly， tocover the stand. 
ard living expenseof a family with its fann i 
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rial talents would appear and the ente1'prising fal11ily farl11 of rice monoculture 
would progress to the farm enterpr包ewith la1'ge sizeof， paddy field. In conclu-
sion， the most impo1'tant problem is now farme1's manages to support the ente1'-
prising family farl11 of rice monoculture. The detailed explanation， is as follows : 
1) Accorc1ing to the survey on production cost of 1'ice by the Minist1'Y of 
Ag1'icultuve and Forestry， the average rice farln gets enterp1'enevr's profit in 
every class of farm size. inthe Shonai c1ist1'ict， because the production cost of 
rice per Kg islower than the selling price. The larger is the paddy field of 
farm， the highe1' is p1'ofit. Accordingly， the enterpring family farm of rice mon-
oculture ove1' 3 ha. arable land gets more p1'ofits than the fann unde1' 3 ha .
Nevertheless， the number of enterpl・isingfal11ily farm over 3 ha. shows a slight 
decrease now compared with five years ago. 
One of the 1'easons is that the growth rate of income of the farm over3 ha. 
has not necessari1y been so high as that of the farm 'under 3 ha. Because the 
middle 01' large-type oftractorization has not been established enough to comp-
ensate the outflow of farm labo1' under the p1'esent level of rice technique， so 
that the growth rate of rice yield per one of the farm over 3， ha. has been rela-
tively declining compared with the farm under 3 ha .
Another is the feature of family fann on which farl11ers must 1'aise not only 
the profit but also the farm income enough to make the family support the 
standard level .of living. 
Therefore， we should conclude that the enterprising family fann over 3 ha. 
doesn't have the stable base of management. 
2) As the result of thesu1'vey on the 28 farms with about 5 ha. paddy 
field， and of the factor analysis on 3 sampling area:;. 3 groups classified by the 
size of" paddy field and 3 groups by 4 compounded indicator of farms， and also 
of the analysis of production function which computes theelasticity of production 
anc1 marginal p1'oductivity， itis pointed out that the higher is the rice yield， the 
higher is the returns， and also the 1'ice yield becomes higher 011 the small farm 
than on the la1'ge one. 
• It is de1'ived f1'om the difference among 3 sampling areas， because most of 
s1l1al far1l1s belong to Sakata， 1l1iddle fann to Fujishima anc1 large farm to 
Tsuruoka. 




that uses family labor and the hired labor for a year as a main 1'egular labor. 
Accompanying to the outlow of 1'egula1' worke1'， the manager's ability is restric‘ 
tedand al1 the operations of rice growing can not be done smoothly unde1' the 
p1'esent system of rice' technique. 
Farmers are suffe1'ed from the shortage of hired labor and the rise of wage， 
particula1'ly in the seasons of transplanting and harvest. It is important for th巴m
to choose a new technique substitutes the machineries and othe1' production fac-
to1's for these labor and at the same time， tosimplify the other labor-intensive-
practice. 
B) If farme1's int1'oduce mechanization and work simplification to their far-
ms， they will be able to raise labo1' efficiency and productivity of labor， and to 
drop down the cost of rice per Kg・.It is， however， noted that the object of 
family farm is. not accomplished， iffarm income is dec1'eased by mechanization. 
In othe1' words， they should adopt such a method as 1'aising rice yield per 10 a 
in order to increase capital turn-over ratio on such fanns with high capital-equ-
ipment 1'atio as the sUl'veyed farms. It 1'esults in increasing farm income as the 
final object. Eventual1y， iffarmers select the managerial st1'ategy that they use 
profitable production facto1' originated in fa1'm and that they save what origina-
ted in non-agriculture， the1'e is1'oom fo1' the existence of th巴enterprisingfamily 
farm of rice monoculture. 
(VI) Chapte1' 6 isentitled “A vailability and Limit of Di1'ect Comparison on 
the Fann Business Analysis." The data of the p1'evious chapter is used I11 this 
chapter. The pu1'pose of this chapte1' is mainly to inqui1'e the analytical method 
1'ather than investigating the problem of 1'ice farm enterprise of family fa1'm. 
-1) The authe1' points out and solves a delicate question on the sampling of 
fa1'm survey， th1'ough combining complemental1y variance-covariance analysis to 
factor analysis based on direct compa1'ison method. If the1'e is estimate of the 
missirig obse1'vation 01' unequal and dis-p1'opo1'tinate numbe1' for the va1'ious 
cel1s on the table that express the indicato1's gotten by fann su1'vey， the expe子
imental erro1' and the sampling error that is calculated as the residuals over-
estimated or unde1'-estimsted because of failing to secure the additivity of such 




unequeal and disproportinate number. The design of variance analysis is not 
replicated in order to get the confidence of the analysis satisfying the .factor 
additivity ¥vithout such a difficulty. 
2) We can on the level o.f risk by this variance analysis identify what factor 
affects the object of farm bussiness with the relevant levelof error. The weak 
points of the variance analysis are such that we can not. clarify the trend and 
the optullum point of input level of the causal factor. But we can omit， the 
もNeakpoints by using the regression and the covariance analysis， ifthe type of 
the function is set by the regression analysis. It is recognized ! by i the actual 
data of the. fann aurvey that we are able to combine the val'iance analysis to 
the 1l1arginal analysis in order to find the .opti1l1u1l1 point of. factor combination. 
3) Iinvestigate about the present importance of the optimul11 .point of .fac-
tor c01l1bination on the far1l1 business acquired by the l11arginal analysis. 011 the 
production function in the l11arginal analysis， itis assul11ed that the，continuous 
functioned relationship exists between the input of factor and output of products 
Accurdingly， a farl11 l11anager would select the optil1ul11 point of factor C01l1-
bination on the production function in. the short run.' Ifhe want to change the 
present c01l1bination of .factor， he 1l1ust select entirely the different factor. Thus， 
he doesnot select the continuous factor c01l1bination on the actual situation of 
far1l1 .bussiness， and also can't put the continuous change back in .the. practical 
l1anager・ialtechnique. Therefore， we reqiur・ethe analytical l11ethod which i.s iJ.ble 
to divide into the farl11 intensity in theshort runand the farm size in. thelong 
run， and then to distinguish. the effect of each change of. the intensity 01' farl11 
size. We 1l1ay find such a analytical l1ethod in the. activity analysis cantaining 
linear progra1l11l1ing. In consequence， the l11ethod of direct COl11parison is， il11por~ 
tant，'ofitself， but， itis not all. If the user COl11pensates the deficiency with uther 
analytical l11ethod， 1 think， he can l11ake decision on farl11 business .with the. exact 
inforl11ation obtained frol11 the results of the factor analysisof direct cOl11parisun 
1l1ethod. 
(VI) ln chapter 7， the auther intends to study on “the Fann. Results and 
their Dynal11ic Factors of Enterprising Fal1ily Farl11 of Rice." Much attention 
will be given to illustrate the proble 
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series analysisare as follows: 
1) Witll'regard to the' trendof the estimate of the effective indicators， the 
growth rate of profitability of labor is higher than the one of capital. 
， 2) 1'he break down poiritof profits and loss has been gradually higher from 
year to year. Accordingly， enterpreneour's profit in<?reases by the higher growth 
1・ate.Judging from theanalysis of break down point of profits and loss， the effect 
of the increase of rice selling price for producer is larger for profitability than 
the increase of i'ice yield. 
3) The maximum point df profits and the br・eskdown point of profits and 
loss are combinedby the activityanalysis. The varieties of middle-ripening rice 
occupies 75 %oftdtal riee' acreage in thearea of paddy field， the varieties of 
early-'-ripening rice next; and that of，late-ripening rice are planted but a litle 
aceage~ Thefarm manager，canidentify by the activity analysis whenhe wants 
to select the maxiimtin point of net return as final effective indicator in吉teadof 
the break point:'i 
4) It is 'expeeted that rice farmer willtake in the direction of stability， as 
farm income' osdllates witll' 'decrement 'according to the dynamic model analysis. 
B) The auther 沖praisesthe results of these analysed as fol1ow: Agricu1tu-
ral labor 'exοdus 'the rise of riceprice for producer， theincrease of yield per 10 
a .，' the improv'enlent of labor-saving.:techniquejand， the inciease of eficil:incy of 
agricultural rnacnineries，' eventually， increase the ratio ，df capital equipment to 
labdr frorh year to year，'so that the labor 'productivity increases more than the 
capital productivity; Therefore; wecan greatly appraise the effect of the labor-
saving-techique' onthe 'net returns.' But we wonder whether the profitability of 
capital increases' ornot tht;ough expanding the fann size， even if the profitabili-
tyof capitalappears to decline as the result of over-investment under the fixed 
acreage of the farm.' The rice farm does notappear to be sti1ble， b巴causethe 
increase of profitabilityiand stability are maintain巴donly by the rise of rice 
price for producer. The rice farm manager is required intensify the farming in 
order to increaseland productivity， as well as to expand the farm size in order 
to increase labor productivity. Consequel1tly， we must answet' the question that， 
mechanization raisethe labor productivity， 'butit is apt todecrease fa 
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mate the efficiency of investment of farm resources. The co-efficient of net 
capital return per a1 the . capital input is taken as. the. final¥'!ffectindicator of 
citrus fann business， whi1e the， indicato1' is 1'einfo1'ced， with 1 the partial ¥，!ffect 
indicato1' which exp1'esses the profitabili七yof fa1'm， 1'esources， ! The. causes of， farm 
economy affecting the final effect indicato1'. of ~he" co;-efficient.of net capital 
returns are c1a1'ified by the means of c1assifying the ，data in. ~ach ~lass of area， 
of the co-efficient of net capital 1'eturns and. ofeach factor." ，
The two analytical methods are used， which a1'e. directcompa1'isqn and p1'o. 
duction fll1ction analysis. .， ， i ，; ;! 
1) The 1'esults of analysis a1'e as follows : Fi1'stly， when the area is ，diy;ided 
into three groups，the difference， of the profitability is admitted among' the three 
ones by the direct comparison method about citrus farm' enterprise.! It is caused 
by the difference of soil 01' micro-meterological condition and the difference of 
the age of.fruit-t1'e. As sllch a differ官 lceis substantially founded on the diffe-
1'ence of the structure of farm business，theallthel1 investigated the effect of the 
causal facto1' on the complex .final indicator. It is not alway~ . conc14ded that the 
facto1'ial indicators of the fann size such. as cit1'us cultllre ilrea，，capital ， i，npu~ 
and capital goods input， and the f早lininte)1sity such as the 1' atio . ，q~ capital equ-
ipment to labo1' and the intensity of capital affect on thecomplex final indicato1'. 
However， the factorialindicators . sllcha~ the .average age .of :planting trees，. put-
plt of prodllcts per 10 a， the intensityθf labor， thevalue， of increil~~! per gross 
retllils and the ratio of bllsiness! cost pergross 1'etu，rn，s，; ilre" ，cl9s~ ，y ;lS$qytated 
with the o1'de1' of the complex final effect .indicato1'. 1)1 Qthe1' ¥，ords" it is asce1'-
tained that its indicato1' is explained by the callsal facto1's 1'elated with it， c1osely. 
Next， those that a1'e explained th1'ollgh the p1'odllction fllction methodare as 
follows; 
The rage of difference is large among the pa1'tial 1l1arginal retlllils of far1l1 
r巴sOllrces.If the .partial 1l1a1'ginal 1'etllrns i$ c01l1pared ;with the ，~narket rate of 
prodllction facto1's， they dQ notbalance substantially. with each other. Therefqre， 
it is， J10t signified that far1l1 r，eSOll1'ces are llsed with.a 1'ational combinatiOl，1. Ho-
wever， becausethe 1l1arginal value pro'-ductivitiesof lan 
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2) Theauther proposes to point out the several problem as follow : 
It is not much to say that the citrls farm enterprise gets the highest pl"ofi-
tability， vvhich is one of the agricultllral products that are the most elastic to 
income， jlldging from the results of analysis. 
It is significant to incest the co-operative eqllipment such as the co-operative 
grading and package center of citrus fruit and the road for agriculture at the 
present time of maintaining the profitability highly. Thollgh basic eqllipmentfor 
land and the institute for modernization are formally equipped. 
It is evident that there is difference among the citrus fanns in the cultural 
teehnique， management and marketing process. 
Evei1tually， they need to improve the present structure to take the uniform 
techniqlle. In othel' words， the improvement 011 the farm structure wi1l be rema‘ 
ined to farmers' with the realization of collecting the scattered field in ;one place. 
'Thereis h巴cessityforcombining to the' planning that is a decision making 
activity for farmersrlooking from the pllrpose of farm business analysis: 
， (医) Infinal chapter 9，“The r・e-organizationplan of Farm enterprise combi 
uation" by the use of linear programming method is i1lustrated in the' area 
where uew irrigation facilities are constrllcted. 
，1 The' activity a:nalysisor the linearpro'grammng l11ethod belongs to normative 
analysisand is a:pplied to the fann which incllldes many enterprises. To give 
previous notice，、;vhenfarl11 managel' draws up the organization plan of fal'm 
enterprises oy Using linear progl'amming l11ethod， itis ascertained that the far-
mel' can Iuake' the decision more exact than when other classic analytical me-
thods are lIS巴d.
'A) By constrllctingnevv irrigation facilities， the fanners wi1l use them as 
co-operative means of agricllltllral prodllction in order to get the external econo' 
my' inthearea. They are reqllested to select farm management process by lheir 
positive adjustmeht to the change of irrigation facilities， instead of negative ad-
jl1stment (such !as' the action based onhabits and instiuct)・
1n this papel'， it is assumed that they r・e-combinateenterprises to changes 
ori' the irrigatiou facilities. One slIrvey is carried out in 1waoka town the'west 
of Kobe city for purpose of finding new entel'prises which are com binated 'by 
fahners in the area after irrigation facilities a 
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each c1ass select cabbage (over winte1'ing)， ear1y season rice， wate1' m巴lon，toba・
cco and milk cow as the main enterprises， But the activity levels of enterprises 
vary in the each type of farm organization plan. 
If farmers select the fa1'm organization plan that belongs to the c1ass. it is 
expected that they can ea1'n maximul11 and optimul11 farl11 incol11e. 
It is noticed that， the smaller the size of fann arable land is， the 110re it
becomes scarce resource and the la1'ger the size of farm arable land is， the 
more the labor becomes scarce resoU1'ce. 
B) Further， when farmers practise a farm organization planning， al1ther sho句
11d like to add as follows ; 
1) The knowledge situation in relative to new enterprises and farm system， 
anc1 will 01' courage enough to practise the planning. 
2) The stable shipment anc1 estabishing commercialization with the rise of 
agricultural products， anc1 strenthening the system of shipment which aims at 
the forming of the place of production. 
3) The imp1'ovement and rationalization on the habits in the present water 
l¥se. 
4) To bring in capital and a financial counte1'-plan. 
5) To establish a counter-plan corresponding to risk anc1 uncertainty in 
refe1'ence to respective p1'ice of products and production facto1's. 
6)羽lhenits planning is practised， fanne1's should 1'ecognize the assllmpti・
ons which is usec1 in linear programming method. 
The above mentioned wi1 be several conc1ition f01・p1・actise.Though the 
auther does not take part-time ente1'prise against full-time enterprise， itneec1 
only as il of necessity. If we consic1er agricultu1'e as business， the neutral 
subjective in the area should be standarc1 and full-time farm managers. If they 
become pioneers anc1 also practise the above farm organization planning， itis 
expectec1 that the farm organization planning is extenc1ed to other fanners anc1 
then agricultural economy is c1evelopec1 in the area. 
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